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 要　　旨
　系譜的に戦後の信用金庫・生活協同組合・農業協同組合につながり、医療保険制度
とも深い関連がある産業組合は、その広範な活動により、戦前昭和期に商工業者との
鋭い対立を産んだ。産業組合が最も発展した長野県の反産業組合運動も、全国の動向
と歩調を合わせ、商工会議所を核に展開したが、それは全国的な運動をリードするこ
とも、独自の展開をすることもなかった。反産運動を通して、地方商工会議所の歴史
的性格をみる。
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四

は
じ
め
に

　

戦
前
の
我
が
国
で
農
村
を
中
心
に
広
く
展
開
し
た
産
業
組
合
は
、
系
譜
的
に

は
そ
れ
が
戦
後
の
農
業
協
同
組
合
・
生
活
協
同
組
合
・
信
用
金
庫
へ
と
つ
な
が
り
、

ま
た
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
国
民
健
康
保
険
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
、

産
業
組
合
運
動
の
一
環
と
し
て
医
療
利
用
組
合
が
農
山
漁
村
の
医
療
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
医
療
保
険
制
度
の
研
究
者
は
も
と
よ
り
、

近
代
史
研
究
者
と
り
わ
け
近
代
農
村
史
研
究
者
の
重
要
な
研
究
対
象
と
さ
れ
て

き
た
。
し
た
が
っ
て
戦
前
の
産
業
組
合
に
つ
い
て
は
、
最
盛
期
で
あ
る
戦
前
昭

和
期
に
運
動
の
中
核
と
な
っ
た
産
業
組
合
青
年
連
盟
（
産
青
連
）
を
中
心
に
、

そ
の
実
態
を
め
ぐ
り
か
な
り
分
厚
い
研
究
蓄
積
が
あ
る
（
１
）。
一
方
、
昭
和
恐
慌
以

降
に
疲
弊
し
き
っ
た
農
村
を
立
て
直
す
た
め
政
府
が
進
め
た
農
山
漁
村
経
済
更

正
運
動
と
そ
れ
に
連
な
る
「
産
業
組
合
拡
充
五
カ
年
計
画
」
を
契
機
に
急
速
に

拡
大
し
た
産
業
組
合
は
、
結
果
と
し
て
都
市
の
中
小
商
工
業
者
、
特
に
地
方
都

市
の
中
小
商
業
者
を
苦
境
に
陥
れ
、
そ
れ
故
、
彼
等
を
熾
烈
な
反
産
業
組
合
運

動
（
反
産
運
動
）
へ
と
駆
り
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
柄
で
あ

ろ
う
（
２
）。

　

産
業
組
合
は
、
金
融
・
販
売
・
購
入
・
利
用
と
い
う
四
つ
の
事
業
を
兼
営
す

る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
生
産
物
共
同
販

と
生
産
・
消
費
資
材
の
共
同
購
入
こ
そ
が
、
産
業
組
合
の
主
要
事
業
だ
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
商
品
流
通
を
都
市
市
民
や
農
業
者
が
掌
握
す
る
こ
と
、

と
り
わ
け
農
業
生
産
に
不
可
欠
の
肥
料
、
お
よ
び
農
産
物
と
し
て
当
時
最
大
の

流
通
量
を
誇
っ
た
米
・
繭
の
流
通
過
程
を
農
民
み
ず
か
ら
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
に
、
産
業
組
合
運
動
の
大
き
な
狙
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
農
民
が
商
品

の
流
通
過
程
を
握
る
こ
と
は
、
街
場
の
商
人
、
特
に
中
小
の
商
人
を
流
通
過
程

か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
、
こ
れ
ら
商
人
に
と
っ
て
産
業
組
合
の

拡
大
・
発
展
は
死
活
問
題
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
政
府
が
「
肥
料
配
給
改
善
助
成
規
則
」
を
公
布

し
て
産
業
組
合
に
よ
る
肥
料
購
買
事
業
（
具
体
的
に
は
肥
料
配
給
事
業
）
に
対

し
助
成
金
を
与
え
た
こ
と
で
、
産
業
組
合
に
よ
る
肥
料
配
給
が
急
増
し
た
こ
と

は
、肥
料
商
人
側
の
危
機
意
識
を
一
挙
に
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。こ
れ
に
対
し
、

反
産
運
動
の
組
織
的
中
核
で
あ
っ
た
日
本
商
工
会
議
所
は
、
産
業
組
合
の
保
護

を
や
め
そ
の
活
動
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
こ
と
を
求
め
る
建
議
を
政
府
に
提
出

す
る
な
ど
、
陳
情
を
中
心
と
し
た
反
産
運
動
を
進
め
て
い
っ
た
が
、
そ
の
二
年

後
の
昭
和
七
年
に
、産
業
組
合
の
拡
充
を
め
ざ
す「
産
業
組
合
拡
充
五
カ
年
計
画
」

が
発
表
さ
れ
る
に
及
び
、
日
本
商
工
会
議
所
に
よ
る
反
産
運
動
は
、
議
会
を
見

据
え
た
政
治
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
翌
昭
和
八
年
に
は
日
本
商
工
会
議

所
が
中
心
と
な
り
、
全
国
米
国
商
業
組
合
連
合
会
や
全
日
本
肥
料
団
体
連
合
会

な
ど
九
団
体
に
よ
る
「
全
日
本
商
権
擁
護
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
組
織
的
・
全

国
的
に
激
し
い
反
産
運
動
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

商
人
層
と
農
民
層
と
の
対
立
、
し
か
も
い
ず
れ
も
弱
い
立
場
に
あ
る
中
小
商

人
と
小
生
産
農
民
の
激
し
い
対
立
は
、
反
産
運
動
と
反
・
反
産
運
動
と
し
て
先

鋭
化
し
、
昭
和
恐
慌
と
い
う
未
曾
有
の
不
況
下
で
閉
塞
す
る
日
本
を
象
徴
す
る

社
会
現
象
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
産
業
組
合
運
動
そ
の
も
の
に

関
す
る
実
態
解
明
と
比
較
す
れ
ば
、
地
方
都
市
で
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
を
念
頭
に
反
産
運
動
を
取
り
あ
げ
た
研
究
は
意
外
に
少
な
い
の
が
実
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情
で
あ
る
。
か
か
る
研
究
史
上
で
手
薄
に
な
っ
て
い
る
反
産
運
動
、
特
に
地
方

都
市
で
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
長
野
県
を
対
象
と
し
て
そ
の
実
態
把
握
を
進
め
る

こ
と
に
、
本
論
が
目
指
す
第
一
の
目
的
が
あ
る
。

　

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
の
第
六
九
議
会
で
は
、
産
業
組
合
の
事
業
に
直

接
関
係
す
る
三
つ
の
法
案
が
成
立
す
る
。米
穀
自
治
管
理
法
・
産
繭
処
理
統
制
法
・

重
要
肥
料
業
統
制
法
の
三
法
案
の
審
議
経
過
に
は
、
昭
和
恐
慌
下
で
窮
地
に
立

つ
農
民
層
、
彼
ら
を
強
力
に
保
護
す
る
こ
と
で
社
会
の
動
揺
を
抑
え
よ
う
と
す

る
政
府
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
没
落
の
危
機
に
直
面
し
激
し
い
反
対
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
で
政
府
に
と
っ
て
は
新
た
な
社
会
不
安
に
な
り
か
ね
な
い
中
小
商

人
層
の
せ
め
ぎ
合
い
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
殊
に
、
こ
れ
ら
三
法
案
の
う
ち

産
繭
処
理
統
制
法
・
重
要
肥
料
業
統
制
法
の
二
法
案
が
い
ず
れ
も
肥
料
製
造
大

資
本
・
製
糸
大
資
本
を
埒
外
に
置
い
た
内
容
で
成
立
し
た
こ
と
は
、
反
産
運
動

と
反
・
反
産
運
動
が
も
た
ら
し
た
結
果
が
、
最
終
的
に
は
、
小
商
人
と
農
村
小

生
産
者
と
の
対
立
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

折
し
も
帝
国
議
会
で
は
産
業
組
合
を
め
ぐ
っ
て
農
林
省
と
商
工
省
が
鋭
く
対

立
す
る
場
面
も
あ
り
、
零
細
な
営
業
者
同
士
の
争
い
に
対
し
政
府
は
事
態
を
打

開
す
る
政
策
を
構
想
し
て
い
た
の
か
い
な
か
っ
た
の
か
、
い
た
と
す
れ
ば
ど
の

よ
う
な
政
策
で
臨
も
う
と
し
た
の
か
、
さ
ら
に
は
大
資
本
と
中
小
営
業
者
の
利

害
調
整
を
ま
っ
た
く
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
否
か
、
こ
う
し
た
点
も
是
非

究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
産
業
組
合
と
反
産
運
動
を
め

ぐ
る
こ
う
し
た
政
策
意
図
に
つ
い
て
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
が
、
本
論
の
第
二

の
目
的
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
商
工
業
者
が
結
集
す
る
経
済
団
体
と
し
て
の
商
工
会
議
所

は
明
治
期
以
来
、
政
治
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
な
り
に
中
小
商
工
業
者

の
利
害
を
反
映
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
た
が
、
戦
前
昭
和
期
の
反
産
運
動
の

過
程
で
そ
れ
が
ど
の
程
度
貫
徹
し
て
い
た
の
か
、
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
、

戦
前
日
本
の
商
工
会
議
所
が
持
つ
歴
史
的
性
格
に
か
か
わ
る
問
題
を
、
地
方
商

工
会
議
所
の
事
例
に
則
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
論
第
三
の
課
題
で
あ

る
。

一　

産
業
組
合
の
展
開

　
（
一
）
産
業
組
合
を
め
ぐ
る
全
国
的
動
向

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
反
産
運
動
の
前
提
と
な
る
産
業
組
合
の
展
開
に
つ
い
て
、

全
国
的
な
状
況
を
概
略
的
に
把
握
し
て
お
き
た
い
。

　

わ
が
国
の
産
業
組
合
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ

た
産
業
組
合
法
に
も
と
づ
い
て
制
度
的
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
以
来
、

法
的
根
拠
を
持
つ
組
合
と
し
て
の
産
業
組
合
は
着
実
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
明

治
三
九
年
に
は
対
前
年
比
の
組
合
数
で
五
〇
㌫
増
、
組
合
員
数
に
い
た
っ
て
は

対
前
年
比
の
ほ
ぼ
倍
増
、
一
三
万
人
以
上
を
擁
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
（
表

１
参
照
）。

　

明
治
三
九
年
に
産
業
組
合
が
一
挙
に
拡
大
し
た
最
大
の
要
因
は
、
産
業
組
合

法
の
改
正
で
あ
る
。
こ
の
時
の
主
な
改
正
点
は
、

　

①
信
用
組
合
の
兼
営
を
認
め
る

　

②
総
代
会
を
認
め
る

　

③
組
合
員
脱
退
の
際
の
持
分
払
戻
し
方
法
の
変
更
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表１　産業組合数と組合員数の推移
組合数 組合員数 組合数 組合員数

明治 37 1,232 48,127 大正 12 14,260 3,030,157
38 1,671 68,563 13 14,444 3,315,283
39 2,470 134,371 14 14,517 3,635,748
40 3,363 151,123 昭和 1 14,373 3,947,806
41 4,391 284,654 2 14,186 4,157,404
42 5,690 392,411 3 14,171 4,405,553
43 7,308 534,085 4 14,047 4,571,785
44 8,663 754,767 5 14,082 4,743,091

大正 1 9,683 945,578 6 14,163 4,813,140
2 10,455 1,090,475 7 14,352 4,978,248
3 11,160 1,204,232 8 14,651 5,238,253
4 11,509 1,288,984 9 14,815 5,505,897
5 11,753 1,357,502 10 15,028 5,795,139
6 12,025 1,488,995 11 15,460 6,127,425
7 12,523 1,688,431 12 14,512 6,288,111
8 13,106 1,941,072 13 15,328 6,766,479
9 13,442 2,290,235 14 15,232 7,085,193
10 13,772 2,518,746 15 15,101 7,622,984
11 14,047 2,734,695 16 14,724

	 1）各年次の『産業組合要覧』（農商務省農務局）により作成。
	 2）組合員数の単位は人。

表２　全国種類別産業組合数
信 （%） 購 （%） 販購 （%） 信購 （%）信販購（%）信販購利（%）

明治	33 13 62 2 10 3 14 0 0 0 0 0 0
38 986 59 273 16 142 8 0 0 0 0 0 0
43 2,226 30 772 11 503 7 1,239 17 1,062 15 369 5

大正	 4 3,015 26 535 5 461 4 2,583 22 2,608 23 946 8
9 2,650 20 454 3 385 3 3,045 23 3,975 30 1,696 13
14 2,935 20 370 2 305 2 2,649 18 3,807 26 3,161 21

昭和	 1 2,552 18 330 2 286 2 2,480 17 3,578 25 3,353 23
2 2,556 18 315 2 277 2 2,333 16 3,395 24 3,437 24
3 2,601 18 316 2 275 2 2,241 16 3,217 23 3,534 25
4 2,547 18 305 2 265 2 2,145 15 3,086 22 3,593 26
5 2,449 17 323 2 284 2 2,024 14 3,075 22 3,751 27
6 2,135 15 325 2 286 2 1,929 14 3,132 22 4,151 29
7 2,051 14 336 2 307 2 1,759 12 3,194 22 4,497 31
8 1,756 11 332 2 292 2 1,370 9 3,718 24 6,062 39
9 1,511 10 332 2 263 2 1,058 7 3,361 21 7,206 46
10 1,313 9 314 2 258 2 760 5 1,952 13 8,430 56
11 1,117 7 301 2 239 2 504 3 1,560 10 9,831 64
12 895 6 270 2 170 1 219 2 988 7 10,362 71
13 749 5 257 2 187 1 136 1 791 5 11,671 76
14 706 5 255 2 176 1 113 1 648 4 11,839 78
15 667 4 258 2 165 1 96 1 536 4 11,968 79
16 613 4 254 2 139 1 73 0 380 3 11,999 81

	 1）各年版の『産業組合年鑑』により作成。
	 2）	信 =信用組合、購 =購買組合、販購 =販売購買組合、信購 =信用購買組合、信販購 =信

用販売購買組合、信販購利=信用販売購買利用組合。
	 3）パーセンテージは全産業組合数に対する割合。
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④
登
記
手
続
き
の
簡
便
化
、

だ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
そ
れ
ま
で
は
金
融
関
連
の
事
業
に
限
ら
れ
て
い
た
信
用
組
合
が

他
事
業
と
の
兼
営
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
産
業
組
合
の
拡
充
に
弾
み
が
つ
い

た
。
も
と
も
と
わ
が
国
の
産
業
組
合
は
、
産
業
組
合
法
の
成
立
以
降
、
信
用
組

合
を
軸
と
し
て
展
開
し
て
お
り
、
信
用
組
合
に
も
兼
営
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
四
事
業
（
金
融
・
販
売
・
購
入
・
利
用
）
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
一
五
種
類
の
産
業
組
合
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
め

ぼ
し
い
産
業
組
合
の
推
移
を
示
し
た
表
２
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
独
の
信
用

組
合
は
急
速
に
比
重
を
低
め
、
そ
の
一
方
で
兼
営
の
信
用
購
買
組
合
・
信
用
販

売
購
買
組
合
、
や
や
遅
れ
て
す
べ
て
の
事
業
を
カ
バ
ー
す
る
信
用
販
売
購
買
利

用
組
合
が
目
覚
ま
し
い
伸
び
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
明
治
三
九
年

を
跨
ぐ
時
期
に
、
信
用
事
業
と
の
兼
営
に
よ
る
信
用
購
買
組
合
と
信
用
販
売
購

買
組
合
の
合
計
数
は
、
単
独
の
信
用
組
合
を
上
回
る
組
合
数
に
ま
で
達
し
て
い

る
。

　

明
治
三
九
年
の
法
改
正
に
よ
り
信
用
事
業
の
兼
営
が
実
現
し
た
こ
と
が
、
著

し
い
組
合
員
数
の
伸
び
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

大
正
期
に
入
っ
て
組
合
数
の
伸
び
は
や
や
鈍
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
正
期
を
通
じ
て
組
合
員
数
自
体
は
そ
れ
を
上
回
る
伸
び
率
で
増

加
し
て
い
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
産
業
組
合
に
と
っ
て
重
要
な
二
つ
の
法
制

上
の
措
置
が
あ
っ
た
（
３
）。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
産
業
組
合
法
第
三
次
改
正

お
よ
び
農
業
倉
庫
法
の
制
定
・
公
布
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
法
整
備
に
よ
っ

て
産
業
組
合
は
大
き
く
活
動
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
産
業
組
合
法
の
改
正
に
よ
っ
て
市
街
地
信
用
組
合
の
設
置
が
認

め
ら
れ
た
た
め
、
産
業
組
合
の
活
動
地
域
は
農
村
か
ら
街
場
へ
と
拡
大
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
戦
後
の
信
用
金
庫
に
つ
な
が
る
金
融
機
関
を
市
街
地
に
設
け
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
う
え
、
こ
れ
ら
信
用
組
合
に
は
手
形
割
引
と
区
域
内
で

の
組
合
員
外
貯
金
が
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
こ
の
と
き
の
第
三
次
改
正
で
は
、
も
と
も
と
生
産
物
の
加
工
を
主
目
的

と
し
た
生
産
組
合
に
、「
設
備
の
利
用
」（
４
）も
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
生
産
組
合
の

業
務
範
囲
も
拡
が
っ
た
。
生
産
組
合
の
性
格
変
化
を
も
た
ら
す
重
要
な
措
置
で

あ
り
、
産
業
組
合
全
体
の
展
開
に
と
っ
て
も
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。そ
の
わ
ず
か
四
年
後
の
大
正
一
〇
年
に
は
、第
四
次
改
正
の
一
環
と
し
て「
生

産
組
合
」
の
名
称
が
「
利
用
組
合
」
へ
と
変
更
さ
れ
た
う
え
、
生
産
設
備
利
用

に
加
え
て
「
経
済
に
必
要
な
設
備
」（
５
）す
な
わ
ち
生
活
上
で
必
要
な
設
備
の
利
用

さ
え
も
可
能
と
な
っ
た
。
生
産
組
合
の
活
動
目
的
が
、
農
業
そ
の
も
の
の
生
産
・

流
通
を
掌
握
す
る
こ
と
に
加
え
、
農
村
生
活
全
般
を
も
取
り
込
ん
だ
、
い
わ
ば

農
民
の
全
生
活
に
関
与
す
る
こ
と
へ
と
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
法
改
正

で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
措
置
を
通
じ
て
産
業
組
合
員
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い

が
、
こ
の
時
期
産
業
組
合
活
動
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
農
業
倉

庫
法
の
施
行
で
あ
ろ
う
。
農
業
倉
庫
法
に
も
と
づ
く
助
成
を
受
け
な
が
ら
産
業

組
合
は
農
業
倉
庫
を
建
設
し
、
農
民
の
生
産
米
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
従
来
は
米
穀
商
人
に
依
存
し
な
け
れ
ば

消
費
地
に
米
穀
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
農
民
が
、
産
業
組
合
に
結
集
す

る
こ
と
で
米
の
共
同
販
売
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
産
業
組
合
は
、
農
業



八

倉
庫
で
預
か
る
農
民
か
ら
の
保
管
米
を
担
保
と
し
て
農
民
に
金
融
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
し
、
農
民
の
側
で
は
、
販
売
し
た
い
米
を
取
り
敢
え
ず
は
産
業
組
合

の
農
業
倉
庫
に
預
け
て
倉
庫
証
券
を
受
け
取
り
、
す
ぐ
に
現
金
が
必
要
な
ら
ば

そ
の
証
券
を
担
保
と
し
て
金
融
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
（
６
）。

預
け
た
米
は
、
よ
り
高
値
で
売
れ
る
と
き
に
産
業
組
合
が
ま
と
め
て
販
売
す
る

こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
販
売
代
金
で
先
の
借
金
を
返
済
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
る
。
産
業
組
合
に
と
っ
て
は
、
米
の
流
通
に
係
わ
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な

法
整
備
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
は
全
国
購
買
組
合
連
合
会
が
設
立

さ
れ
産
業
組
合
活
動
は
か
な
り
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
（
７
）、
大
正
期
の
終
わ

り
に
も
重
要
な
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

産
業
組
合
法
の
第
六
次
改
正
と
な
る
大
正
一
五
年
に
政
府
は
、
す
で
に
名
称

変
更
し
た
利
用
組
合
に
関
し
、
そ
の
設
備
の
員
外
利
用
を
認
め
る
措
置
を
講
じ

た
の
で
あ
る
（
８
）。

　

産
業
組
合
員
数
の
伸
び
は
昭
和
初
年
に
な
っ
て
は
じ
め

て
緩
や
か
な
伸
び
に
転
じ
て
か
ら
、
昭
和
期
の
「
産
業
組

合
拡
充
五
カ
年
計
画
」
以
降
の
時
期
に
な
っ
て
再
び
五
㌫

前
後
の
年
率
で
組
合
員
数
は
増
加
を
続
け
、
一
九
三
五
（
昭

和
一
〇
）
年
に
は
総
農
家
戸
数
五
六
〇
万
を
上
回
る

五
八
〇
万
人
の
組
合
員
数
を
擁
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

わ
が
国
の
産
業
組
合
は
太
平
洋
戦
争
直
前
の
昭
和
一
五
年

に
は
、
日
本
の
総
農
家
戸
数
五
四
八
万
に
対
し
産
業
組
合

員
数
七
六
二
万
と
い
う
、
巨
大
な
勢
力
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
（
二
）
長
野
県
に
お
け
る
産
業
組
合
の
展
開

　

産
業
組
合
法
の
成
立
・
施
行
か
ら
間
も
な
い
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、

日
露
開
戦
を
念
頭
に
長
野
県
で
は
告
諭
の
か
た
ち
で
「
産
業
督
励
ニ
関
ス
ル
規

程
」
を
発
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
産
業
組
合
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト
」
が
明
確
に

示
さ
れ
て
い
た
（
９
）。
こ
の
よ
う
な
県
当
局
の
姿
勢
を
反
映
し
て
、
長
野
県
の
産
業

組
合
は
表
３
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
期
に
は
組
合
数
・
組
合
員
数
と
も
に

著
し
く
発
展
し
た
。
特
に
、
大
正
一
〇
年
に
は
組
合
員
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し

て
お
り
、
ひ
と
つ
の
画
期
を
な
し
て
い
た
。
実
は
、
こ
う
し
た
組
合
員
数
の
急

激
な
増
大
に
は
、
産
業
組
合
に
対
す
る
長
野
県
と
し
て
の
行
政
方
針
が
大
き
く

影
響
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

長
野
県
は
大
正
九
年
、
ほ
と
ん
ど
が
部
落
単
位
で
組
織
さ
れ
て
い
た
産
業
組

合
の
経
営
基
盤
を
強
固
に
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
、
町
村
単
位
を
基
本
と
し
た
産

表３　長野県の産業組合動向
組合数 組合員数

大正 2 502 28,701
3 486 31,141
4 500 34,737
5 491 37,384
6 502 38,999
7 506 53,042
8 503 72,288
9 505 73,225
10 518 105,261
11 512 116,198
12 492 123,607
13 453 140,893
14 453 150,849

昭和 1 460 169,240
2 471 190,592
3 483 211,349
4 493 230,753
5 506 235,579
6 516 242,502
7 523 249,423
8 524 247,763
9 526 254,440
10 534 255,857
11 532 259,326
12 522 257,820
13 536 256,886
14 533 270,204
15 532 272,502
16 505 284,933

　　	1）出典等は表１に同じ。
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業
組
合
の
統
合
に
乗
り
出
し
、
新
設
の
産
業
組
合
は
町
村
単
位
で
な
け
れ
ば
認

め
な
い
と
の
方
針
を
明
確
に
し
た）
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
県
と
し
て
の
行
政
方
針
の
現

れ
が
、
大
正
一
〇
年
の
産
業
組
合
員
数
の
飛
躍
的
伸
び
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
は
、
組
合
数
の
伸
び
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
組
合
員
数
が
伸
び
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
長
野
県
の
産
業
組
合
が
、
県
当

局
の
方
針
を
比
較
的
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
し
た
動
き
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と

に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
う
し
た
長
野
県
当
局
の
「
指
導
」
や
働
き
か
け
が
あ
っ
て
長
野
県
の
産
業

組
合
は
大
正
期
に
組
合
員
数
を
大
き
く
増
加
さ
せ
た
が
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ

た
の
は
製
糸
業
だ
っ
た
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
時
点
で
長
野
県
内
に
は
、

製
糸
業
を
営
む
八
五
の
産
業
組
合
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
七
三
組
合

が
大
正
期
に
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
は）
（（
（

、
製
糸
業
に
関
係
す
る
組
合
の
立
ち
上

げ
が
こ
の
時
期
の
長
野
県
下
産
業
組
合
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

そ
の
反
面
、
養
蚕
業
の
分
野
で
は
産
業
組
合
は
な
か
な
か
農
村
に
浸
透
し
き

れ
ず
に
い
た
。
も
と
も
と
明
治
期
以
来
、
長
野
県
は
県
農
会
に
対
し
、「
宜
し
く

当
業
者
を
指
導
し
其
の
設
立
を
為
さ
し
め
ん
こ
と
を
努
む
べ
し
」）
（（
（

と
し
て
、
産

業
組
合
と
し
て
の
養
蚕
組
合
の
設
立
を
強
く
促
し
て
い
た
経
緯
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
産
業
組
合
の
組
織
化
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

長
野
県
の
農
業
に
と
っ
て
不
可
欠
の
地
位
に
あ
っ
た
養
蚕
業
に
つ
い
て
は
、

数
多
く
の
養
蚕
組
合
が
繭
の
共
同
販
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
養
蚕
組
合
の
多
く
は
産
業
組
合
で
も
な

け
れ
ば
同
業
組
合
で
も
な
い
任
意
の
組
合
で
あ
り
、
繭
取
引
の
実
態
は
、
大
規

模
製
糸
家
と
の
特
約
取
引
に
も
と
づ
く
生
繭
取
引
だ
っ
た
。
一
九
三
五
（
昭
和

一
〇
）
年
時
点
で
さ
え
共
同
販
売
の
う
ち
三
分
の
二
は
任
意
の
組
合
が
占
め
て

お
り
、
養
蚕
組
合
員
の
う
ち
産
業
組
合
員
数
は
一
九
二
九
年
で
は
全
体
の
五
一

㌫
、
一
九
三
五
年
七
六
㌫
と
い
う
状
態
だ
っ
た
か
ら
、
養
蚕
業
に
お
い
て
産
業

組
合
は
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
方
の
重
要
流
通
農
産
物
で
あ
る
米
に
つ
い
て
み
る
と
、
米
の
保
管
を

中
心
と
す
る
農
業
倉
庫
の
建
設
は
県
当
局
の
期
待
を
大
き
く
裏
切
る
も
の
だ
っ

た
ご
と
く
で
あ
る
。
大
正
一
五
年
の
長
野
県
農
商
課
報
告
は
、

　
「�

農
業
倉
庫
ノ
設
置
ニ
関
シ
テ
ハ
大
正
七
年
以
来
十
箇
年
ヲ
期
シ
、
県
内
ニ
凡

ソ
百
倉
庫
ヲ
設
置
セ
シ
ム
ヘ
ク
計
画
ヲ
樹
テ
タ
ル
モ
、
経
済
界
ノ
不
況
沈
衰

等
ノ
為
現
在
三
十
二
倉
庫
ニ
過
キ
ス
、
而
モ
其
ノ
成
績
ニ
徴
ス
ル
ニ
漸
次
良

好
ナ
ル
モ
地
位
宜
シ
キ
ヲ
得
サ
ル
為
利
用
ノ
点
ニ
関
シ
遺
憾
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ

ト
セ
ス
、
故
ニ
今
後
ハ
農
産
物
ノ
生
産
数
量
、
販
売
状
況
及
交
通
ノ
便
否
等

ヲ
充
分
ニ
考
査
シ
、
法
ノ
趣
旨
徹
底
ヲ
計
リ
必
要
ト
認
ム
ル
十
一
箇
所
ニ
之

カ
設
置
ヲ
奨
励
セ
ム
ト
ス
、」）
（（
（

と
述
べ
、
農
業
倉
庫
の
設
置
が
は
か
ば
か
し
く
な
い
う
え
、
利
用
状
況
も
芳
し

く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
長
野
県
当
局
は
産
業
組
合
法
の
施
行
以
来
、

産
業
組
合
の
普
及
に
相
当
な
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、「
一
町
村
一
組
合

主
義
」
）
（（
（

を
標
榜
し
一
定
規
模
以
上
の
産
業
組
合
を
設
定
す
る
こ
と
に
努
め
て
い

た
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
組
合
の
経
営
内
容
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、

昭
和
三
年
に
は
、
内
務
部
農
商
課
に
置
か
れ
て
い
た
産
業
組
合
係
を
内
務
部
産

業
組
合
課
に
昇
格
さ
せ
る
措
置
も
講
じ
て
い
る）
（（
（

。



一
〇

　

こ
う
し
て
県
下
の
産
業
組
合
を
充
実
さ
せ
る
体
制
が
整
う
な
か
、
昭
和
四
年

に
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
積
極
的
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
長
野
県

の
産
業
組
合
青
年
連
盟
（
産
青
連
）
が
発
足
し
）
（（
（

、
そ
の
後
の
長
野
県
産
業
組
合

活
動
を
リ
ー
ド
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
長
野
県
は
、
早
い
時
期
か
ら
産
業
組
合
の
設
立
を
重
視
し
た
行

政
対
応
を
し
て
お
り
、
組
合
員
数
の
伸
び
は
概
ね
全
国
平
均
を
上
回
る
推
移
を

示
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
長
野
県
は
産
業
組
合
が
著
し
く
発
展
し
た
地
域
の

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
西
の
福
岡
、
東
の
長
野
」
と
称
さ
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う）
（（
（

。

　

確
か
に
昭
和
期
の
組
合
員
絶
対
数
で
み
れ
ば
福
岡
・
長
野
の
両
県
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
あ
り
（
表
４
参
照
）、
そ
れ
ぞ
れ
東
日
本
と
西
日
本
の
代
表
的
な
産
業

組
合
県
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
産
業
組
合
の
影

響
力
と
い
う
観
点
で
見
直
す
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
姿
が
浮
か
び
上
が
る
の
で

あ
る
。

　

長
野
県
の
場
合
、
表
５
で
明
ら
か
な
よ
う
に
鹿
児
島
県
に
次
い
で
農
家
戸
数

が
多
く
、
そ
の
意
味
で
は
組
合
員
数
が
多
い
こ
と
自
体
は
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、

何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
む
し
ろ
問
題
は
、
全
農
家
の
う
ち
ど
の
程
度
を
産
業

組
合
に
吸
収
し
得
た
か
と
い
う
、
産
業
組
合
へ
の
組
織
率
に
あ
る
。

　

昭
和
恐
慌
期
に
入
っ
た
昭
和
五
年
、
す
で
に
長
野
県
の
産
業
組
合
は
全
農
家

戸
数
の
九
六
㌫
を
組
織
し
、
数
字
の
う
え
で
は
全
農
家
を
組
合
員
と
す
る
こ
と

に
ほ
ぼ
成
功
し
て
い
る
（
表
６
を
参
照
）。
そ
の
後
も
組
織
率
は
伸
長
す
る
一
方

で
あ
り
昭
和
一
三
年
に
は
一
〇
四
㌫
を
記
録
し
、
一
五
年
に
は
一
一
一
㌫
と
い

う
驚
異
的
な
組
織
率
を
達
成
し
た）
（（
（

。
昭
和
期
を
通
じ
て
長
野
県
の
産
業
組
合
組

表４　組合員数（昭和）の順位（県名）
順位 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年
1 長野 長野 福岡 福岡 福岡 福岡 福岡 福岡 福岡 福岡 福岡
2 新潟 兵庫 長野 長野 長野 長野 長野 長野 長野 鹿児島 兵庫
3 兵庫 福岡 兵庫 兵庫 新潟 新潟 新潟 鹿児島 鹿児島 兵庫 鹿児島
4 静岡 新潟 新潟 鹿児島 兵庫 鹿児島 鹿児島 兵庫 兵庫 長野 長野
5 福岡 静岡 鹿児島 新潟 新潟 兵庫 兵庫 新潟 新潟 新潟 新潟

	 1）出典は表1に同じ。

表５　農家戸数（昭和）の順位（県名）
順位 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 13年 14年 15年
1 鹿児島 鹿児島 鹿児島 鹿児島 鹿児島 鹿児島 鹿児島 鹿児島 鹿児島 鹿児島
2 長野 長野 長野 長野 長野 長野 長野 長野 長野 長野
3 新潟 新潟 新潟 新潟 新潟 新潟 新潟 新潟 新潟 新潟
4 愛知 愛知 愛知 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 茨城
5 広島 広島 北海道 愛知 広島 愛知 茨城 茨城 茨城 北海道

	 1）出典は表1に同じ。

表６　総農家戸数に対する組合員数割合（昭和期の長野県）
5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 13年 14年 15年
96 98 97 99 98 98 98 104 106 111

	 1）出典は表1に同じ。
	 2）数値の単位は％。



反産運動の展開と地方商工会議所一
一

織
率
は
全
国
第
一
位
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五
年
の
全
国
平
均
値
が
六
〇
㌫
、

昭
和
一
〇
年
代
に
入
っ
て
も
全
国
的
に
は
せ
い
ぜ
い
八
〇
㌫
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
長
野
県
で
の
産
業
組
合
の
浸
透
が
い
か
に
徹
底
し
て
い
た
か
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
昭
和
期
に
入
り
長
野
県
の
農
業
生
産
物
と
生
産
・
生
活

に
必
要
な
物
品
の
流
通
を
産
業
組
合
が
が
っ
ち
り
掌
握
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
し
、
逆
に
米
穀
・
繭
等
の
農
業
生
産
物
や
肥
料
等
の
農
業
生
産
資
材
を
扱
っ

て
い
た
商
人
層
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
流
通
過
程
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
い
う

困
難
に
直
面
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
中
小
の
商
人
層
が
最
も
厳
し
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
長
野
県
か
ら
、
商
工
会
議
所
を
拠
点
と
し
た
組
織
的
反

産
運
動
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
背
景
が
こ
こ
に
あ
る）
（（
（

。
長
野
県
の
反
産
運
動
を
取

り
上
げ
る
所
以
で
あ
る
。

　
（
三
）「
産
業
組
合
拡
充
五
カ
年
計
画
」
の
策
定
と
実
施

　

大
正
九
年
以
降
、
わ
が
国
の
農
村
で
は
小
作
争
議
が
頻
発
・
急
増
し
、
そ
の

結
果
、
昭
和
元
年
に
は
全
国
で
二
七
五
一
件
も
の
小
作
争
議
が
発
生
し
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
十
五
年
戦
争
以
前
の
時
期
と
し
て
は
ピ
ー
ク
を
形
成
し
た）
（（
（

。
大
正

一
三
年
か
ら
実
施
に
移
さ
れ
た
小
作
調
停
法
は
、
母
法
に
あ
た
る
小
作
法
を
欠

い
た
ま
ま
施
行
さ
れ
た
た
め
小
作
争
議
に
対
す
る
抜
本
的
な
解
決
策
と
は
な
り

得
ず
、
し
た
が
っ
て
農
林
省
は
小
作
法
制
定
に
向
け
て
奔
走
し
た
が
、
小
作
法

案
は
第
五
九
帝
国
議
会
（
昭
和
五
年
～
六
年
）
の
衆
議
院
は
通
過
し
た
も
の
の

貴
族
院
で
は
審
議
未
了
と
な
り
、
最
終
的
に
農
林
省
も
法
案
成
立
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
土
地
政
策
と
し
て
の
地
主
―
小
作
制
度
改
革
が
退
潮
す
る
一
方

で
、
自
治
農
民
協
議
会
や
長
野
県
北
信
不
況
対
策
会
、
あ
る
い
は
道
府
県
農
会

長
協
議
会
・
全
国
町
村
長
会
な
ど
に
よ
る
農
村
救
済
請
願
運
動
が
台
頭
し
て
く

る
の
で
あ
る）
（（
（

。
農
村
救
済
請
願
運
動
は
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
五
・
一
五
事

件
を
き
っ
か
け
に
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
こ
と
と
な
る
。
同
年
六
月
と

八
月
に
は
第
六
二
・
六
三
臨
時
議
会
が
「
救
農
議
会
」
と
し
て
開
か
れ
、
そ
の
結

果
、
九
月
に
は
農
林
省
内
に
経
済
更
正
部
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
で
経
済
更
正
運

動
を
政
策
的
に
推
進
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た）
（（
（

。

　

こ
う
し
て
、
農
業
政
策
の
重
点
が
土
地
政
策
か
ら
不
況
対
策
と
し
て
の
農
村

経
済
更
正
運
動
へ
と
移
行
し
、
と
り
わ
け
農
林
省
の
経
済
更
正
部
に
産
業
組
合

課
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
産
業
組
合
が
更
正
運
動
の
推
進
機
関
と
し
て
政
策

的
上
で
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た）
（（
（

。
し
か
も
こ
の
年
、
産
業

組
合
法
が
改
正
さ
れ
て
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
を
持
つ
大
字
単
位
で
設
け
ら

れ
て
い
た
任
意
組
合
の
「
農
家
小
組
合
」
が
「
農
事
実
行
組
合
」
と
し
て
法
人

化
さ
れ
産
業
組
合
に
団
体
加
入
す
る
道
が
開
か
れ
た
こ
と
で
、
産
業
組
合
が
零

細
な
農
家
を
取
り
込
む
素
地
も
用
意
さ
れ
た）
（（
（

。

　

以
上
の
政
治
・
行
政
の
動
き
を
背
景
に
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
か
た
ち
で
産
業

組
合
中
央
会
は
「
産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
」
を
策
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
七
年
七
月
、
第
二
八
回
全
国
産
業
組
合
大
会
で
「
産
業
組
合
拡
充
五
ヶ

年
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
早
く
も
一
〇
月
の
第
四
〇
回
支
会

役
員
及
主
事
協
議
会
に
計
画
案
が
提
出
さ
れ
即
座
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
行
政

上
の
体
制
整
備
に
一
歩
先
ん
じ
た
素
早
い
動
き
だ
っ
た
。

　

こ
の
産
業
組
合
拡
充
計
画
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
内
容
か
ら
な
っ
て
い
た



一
二

が
、
貯
金
や
貸
付
金
の
実
績
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
を
除
け
ば
概
ね
以
下
の
よ
う

な
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
翌
昭
和
八
年
一
月
か
ら
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た）
（（
（

。

　

・�

産
業
組
合
未
設
置
の
農
村
に
産
業
組
合
を
設
置
し
、
全
農
業
者
が
組
合
員

と
な
る
こ
と
を
目
指
す

　

・�

農
村
産
業
組
合
の
四
種
（
金
融
・
販
売
・
購
入
・
利
用
）
兼
営
を
促
進
す

る

　

・
米
穀
、
生
糸
の
販
売
量
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る

　

・
購
買
事
業
と
し
て
の
肥
料
取
扱
量
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る

　

・
農
業
倉
庫
で
保
管
す
る
販
売
米
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る

　

す
な
わ
ち
、
最
大
の
農
産
品
で
あ
る
米
・
生
糸
（
繭
）、
そ
し
て
最
大
の
生
産

資
材
で
あ
る
肥
料
と
い
う
、
い
わ
ば
日
本
農
業
の
基
幹
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の

流
通
を
農
民
の
手
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
方
策
の
実
現
に
向
け
て
産
業
組
合
中
央
会
は
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
示

し
て
も
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
に
関
し
、
計
画
期
間
で
あ
る
五
年
間
に
わ
た

る
目
標
値
を
明
確
に
提
示
し
た
の
は
、
そ
の
表
れ
と
言
っ
て
よ
い
。

　
（
四
）
長
野
県
で
の
拡
充
計
画
と
そ
の
実
施

　
「
産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
」
に
呼
応
し
て
長
野
県
で
も
、
産
業
組
合
の
各

部
門
で
具
体
的
な
計
画
が
立
て
ら
れ
た
が
、
折
か
ら
の
大
不
況
の
影
響
を
免
れ

ず
、
計
画
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
長
野
県
信
用
組
合
連
合
会
で
は
貯
金
増
加
目
標
を
一
千
万
円
と
設
定

し
た
が
、
特
に
繭
価
格
暴
落
に
よ
る
養
蚕
農
家
の
経
済
的
落
ち
込
み
が
激
し
く
、

当
初
の
計
画
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
ご
と
く
で
あ
る）
（（
（

。
計
画
初
年
度
の
昭
和
八

年
の
預
金
額
約
一
一
〇
〇
万
円
は
計
画
最
終
年
の
一
二
年
に
な
っ
て
も
約

一
二
〇
〇
万
円
余
り
に
止
ま
っ
て
い
た）
（（
（

。
同
期
間
の
全
国
産
業
組
合
の
預
金
額

は
倍
増
以
上
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
金
融
面
で
み
る
限
り
、
長
野
県
の

産
業
組
合
は
困
難
な
状
況
を
抱
え
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
兼
営
の
促
進
で
は
か
な
り
の
進
捗
が
あ
り
、
表
７
に
示
し
た
よ
う
に

四
種
兼
営
組
合
数
の
増
加
率
で
は
長
野
県
の
伸
び
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
、「
産
業
組
合
と
し
て
も
、
信
用
面
の
不
振
、
創
痍
を
こ
の
面
の
発

展
で
補
う
必
要
が
あ
っ
た
」）
（（
（

た
め
、
特
段
に
傾
注
し
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

こ
の
五
年
間
の
実
績
を
も
と
に
産
業
組
合
中
央
会
は
、
引
き
続
き
昭
和
一
三

年
か
ら
三
年
間
の
計
画
で
第
二
次
拡
充
計
画
を
策
定
し
、
よ
り
徹
底
し
た
農
村

の
掌
握
に
乗
り
出
し
た
。
中
央
会
の
方
針
に
も
と
づ
き
長
野
県
で
も
、
詳
細
か

つ
具
体
的
な
第

二
次
拡
充
計
画

が
実
施
に
移
さ

れ
て
い
っ
た
。

長
野
県
の
第
二

次
拡
充
計
画
は

産
業
組
合
の
あ

ら
ゆ
る
局
面
に

つ
い
て
「
実
行

細
目
」
を
明
確

に
し
て
い
た
し
、
表７　4 種兼営組合数の推移（昭和期）

全国実数 伸び率 長野実数 伸び率
1年 3,353 6.1% 87 0.0%
2年 3,437 2.5% 83 -4.6%
3年 3,534 2.8% 81 -2.4%
4年 3,593 1.7% 86 6.2%
5年 3,751 4.4% 94 9.3%
6年 4,151 10.7% 115 22.3%
7年 4,497 8.3% 149 29.6%
8年 6,062 34.8% 232 55.7%
9年 7,206 18.9% 269 15.9%
10年 8,430 17.0% 287 6.7%
11年 9,831 16.6% 313 9.1%
12年 10,362 5.4% 343 9.6%
13年 11,671 12.6% 366 6.7%
14年 11,839 1.4% 375 2.5%
15年 11,968 1.1% 385 2.7%
16年 11,999 0.3% 381 -1.0%

		1）出典は表１に同じ。
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そ
こ
で
は
、
七
項
目
の
重
点
事
項
が
大
き
な
方
針
と
し
て
示
さ
れ
そ
の
中
に
は

「
産
業
組
合
の
組
織
及
び
事
業
の
大
衆
化
の
徹
底
」
が
謳
わ
れ
て
も
い
た
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、「
事
業
の
大
衆
化
に
関
す
る
事
項
」
と
し
て
さ
ら
に
具

体
的
な
実
行
方
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
信
用
事
業
を
除
く
他
の
三
事

業
お
よ
び
農
業
倉
庫
に
つ
い
て
、
や
や
長
い
引
用
と
な
る
が
、
本
論
の
論
旨
と

関
係
し
て
い
る
部
分
を
以
下
に
抜
粋
し
て
示
し
て
お
こ
う）
（（
（

。

　
　
　
　
（
前
略
）

　
　
（
二
）
事
業
の
大
衆
化
に
関
す
る
事
項

　
　
　

�

農
村
産
業
組
合
は
左
記
方
針
に
則
り
、
鋭
意
各
種
事
業
の
拡
大
に
努
む

る
も
の
と
す
る

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

二
、
販
売
事
業

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

ハ
、�

販
売
計
画
を
樹
立
す
る
に
当
た
り
て
は
主
要
生
産
物
の
み
な
ら
ず
、

零
細
な
る
副
業
生
産
物
に
つ
い
て
も
そ
の
各
戸
別
、
部
落
別
の
生

産
、
販
売
状
態
及
び
組
合
へ
の
出
荷
見
込
み
に
対
す
る
基
礎
的
調

査
を
行
い
か
つ
小
生
産
者
の
生
産
物
の
取
扱
に
重
点
を
お
く
方
針

を
採
る
こ
と

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

６
、�

販
売
代
金
は
可
及
的
速
か
に
支
払
い
を
為
し
、
か
つ
そ
の
利
息
は

極
力
低
率
と
す
る
こ
と

　
　
　

７
、�

組
合
利
用
の
徹
底
を
期
す
る
た
め
、
抜
売
そ
の
他
定
款
規
約
等
の

違
反
に
対
し
て
は
過
怠
金
制
度
を
活
用
す
る
と
共
に
、
農
事
実
行

組
合
を
基
礎
と
す
る
責
任
出
荷
に
努
む
る
こ
と

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

三
、
購
買
事
業

　
　
　

イ
、�

肥
料
、
飼
料
に
付
て
は
全
県
統
制
を
強
化
す
る
為
、
区
域
内
消
費

調
査
を
基
礎
と
し
て
到
達
目
標
を
定
め
組
合
員
と
し
て
絶
対
利
用

の
徹
底
を
期
す
る
こ
と

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

リ
、�

農
産
物
の
出
荷
契
約
に
依
り
農
事
実
行
組
合
を
単
位
と
し
事
業
の

拡
充
、
予
約
配
給
の
徹
底
を
期
す
る
こ
と

　
　

四
、
利
用
事
業

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

３
、�

設
備
の
性
質
及
び
経
済
的
地
位
関
係
よ
り
部
落
的
施
設
を
適
当
と

す
る
も
の
に
付
て
は
経
営
上
よ
り
も
考
慮
を
払
い
、
な
る
べ
く
農

事
実
行
組
合
を
し
て
行
わ
し
め
以
て
農
業
共
同
施
設
の
充
実
に
努

む
る
こ
と

　
　
　

４
、�

家
庭
薬
、
衛
生
材
料
、
栄
養
食
料
品
の
配
給
と
相
俟
ち
、
左
記
施

設
を
行
い
、
農
村
保
健
の
向
上
並
に
社
会
的
施
設
の
進
出
に
努
む

る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

�

保
健
共
済
施
設
の
実
施
、
助
産
婦
、
保
健
訪
問
婦
の
設
置
、

託
児
所
、
健
康
相
談
所
の
設
置
、
家
庭
相
談
所
の
設
置
、

共
同
浴
場
、
理
髪
所
の
設
置
、
共
同
炊
事

　
　
　

５
、�

冠
婚
葬
祭
用
具
の
設
備
そ
の
他
適
当
な
る
施
設
の
充
実
に
努
む
る



一
四

こ
と

　
　

五
、
農
業
倉
庫

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

ニ
、�
販
売
の
方
法
並
に
時
期
は
農
業
倉
庫
に
委
任
し
か
つ
共
同
計
算
の

方
法
に
依
る
経
営
を
為
す
こ
と

　
　
　
　
（
後
略
）

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、例
え
ば
販
売
事
業
で
は
「
各
戸
別
」「
部
落
別
」

に
予
定
数
量
を
把
握
せ
よ
と
し
て
、
農
村
の
隅
々
に
ま
で
及
ぶ
徹
底
し
た
管
理

を
求
め
て
い
た
。
ま
た
販
売
・
購
買
・
利
用
事
業
に
つ
い
て
も
、
農
村
で
最
も

実
質
的
な
単
位
で
あ
る
「
農
事
実
行
組
合
」（
＝
大
字
単
位
の
組
合
）
を
土
台
と

し
て
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
的
確
な
指
示
を
出
し
て
も
い
た
。
さ
ら
に
は
助
産

婦
・
託
児
所
・
共
同
浴
場
・
理
髪
所
等
、
現
実
生
活
に
密
着
し
た
利
用
事
業
に

つ
い
て
、
微
に
入
り
細
に
わ
た
る
細
目
を
提
示
し
て
お
り
、
産
業
組
合
が
農
民

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
浸
透
す
る
よ
う
徹
底
し
た
方
針
を
掲
げ
て
い
た
。
ま

さ
に
、「
大
衆
化
の
徹
底
」
）
（（
（

だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
徹
底
し
た
実
行
細
目
が
着
々
と
実
施
に
移
さ
れ
、
そ
の
結
果
と

し
て
長
野
県
の
産
業
組
合
は
昭
和
期
に
、
前
述
の
よ
う
な
目
覚
ま
し
い
展
開
を

遂
げ
る
の
で
あ
る
。

二　

反
産
運
動
の
展
開

　
（
一
）
肥
料
商
を
核
と
し
た
全
国
的
反
産
運
動
の
開
始

　

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
産
業
組
合
の
活
動
は
、
そ
れ
が
農
産
品
や
生
産
・

生
活
資
材
の
流
通
、
そ
し
て
生
産
設
備
は
お
ろ
か
生
活
全
般
に
わ
た
る
施
設
の

共
同
利
用
を
最
終
的
な
目
的
と
し
て
い
た
以
上
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
様
々
な

営
業
者
、
特
に
中
小
営
業
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
で
あ
り
、
実
際
に
彼
ら

は
大
き
な
打
撃
を
蒙
っ
て
い
た
。

　

産
業
組
合
に
対
す
る
批
判
や
散
発
的
な
反
産
業
組
合
運
動
（
反
産
運
動
）
は
、

後
述
す
る
ご
と
く
、
明
治
期
か
ら
各
地
に
あ
っ
た
が
、
全
国
的
か
つ
組
織
的
な

反
産
運
動
が
展
開
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
、

長
野
・
松
本
・
上
田
・
福
井
・
新
潟
・
富
山
な
ど
一
二
の
商
工
会
議
所
が
参
加

し
長
野
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
た
北
本
州
商
工
会
議
所
連
合
会
だ
っ
た
。
購

買
組
合
が
米
・
麦
・
薪
炭
・
洋
物
・
呉
服
・
薬
品
や
そ
の
他
の
日
用
品
を
扱
っ

て
い
る
た
め
、
小
売
商
人
の
営
業
が
成
り
立
た
な
い
と
し
て
、
松
本
商
工
会
議

所
提
出
の
取
締
り
要
望
決
議
が
採
択
さ
れ
た）
（（
（

。
当
時
の
産
業
組
合
側
は
、
こ
れ

が
反
産
業
組
合
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
最
初
の
組
織
的
運
動
と
み
て
い
た）
（（
（

。

　

年
を
経
る
ご
と
に
範
囲
を
拡
げ
る
産
業
組
合
の
事
業
は
、
最
終
的
に
は
農
民

の
全
生
活
に
ま
で
及
ん
だ
た
め
、
そ
の
対
応
と
し
て
の
反
産
運
動
自
体
も
結
局

は
様
々
な
種
類
の
商
人
や
団
体
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
っ
た
。
実
際
に
は
、

反
産
運
動
が
広
範
な
商
人
層
を
結
集
し
た
全
国
的
運
動
と
し
て
展
開
す
る
過
程

で
、
そ
の
中
心
勢
力
と
な
っ
た
の
は
比
較
的
早
く
か
ら
運
動
を
進
め
て
い
た
肥

料
商
だ
っ
た
。

　

松
本
商
工
会
議
所
に
よ
る
取
締
案
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
反
産

運
動
を
引
き
起
こ
す
最
大
の
要
因
に
な
っ
た
の
は
産
業
組
合
の
諸
事
業
の
う
ち

の
購
買
事
業
だ
っ
た
し
、
と
り
わ
け
購
買
組
合
が
取
り
扱
う
肥
料
の
量
が
急
増
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五

し
た
こ
と
が
組
織
的
反
産
運
動
の
引
き
金
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
は
端
的
に
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
た
。

　
　
「�

最
近
に
お
け
る
特
に
顕
著
な
る
傾
向
は
農
業
恐
慌
の
深
刻
さ
に
適
応
せ
ん

と
す
る
産
業
組
合
の
質
的
の
転
向
と
、
こ
れ
に
伴
う
反
産
運
動
の
激
化
を

挙
げ
得
よ
う
。
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
こ
の
特
長
は�

　
　

一
、
全
購
連
の
農
村
肥
料
供
給
方
面
に
お
け
る
進
出�

　
　

二
、�

経
済
的
共
存
共
栄
主
義
に
一
歩
を
進
め
た
農
村
更
生
運
動
に
反
映
せ

る
産
業
組
合
主
義
の
進
出

　
　

の
二
つ
に
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
。）
（（
（

」

　

産
業
組
合
が
購
買
事
業
を
大
き
く
取
り
込
み
始
め
る
の
は
、一
九
三
〇
年
（
昭

和
五
）
年
に
成
立
し
た
肥
料
配
給
改
善
規
則
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
法
律
を
根
拠

に
政
府
は
、
産
業
組
合
系
統
の
肥
料
購
買
事
業
に
対
し
毎
年
四
〇
万
円
の
助
成

金
を
一
〇
年
間
与
え
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
実
態
は
、
購
買
組
合
が
肥
料
配
給

所
を
新
設
し
た
り
、
肥
料
配
給
を
担
当
す
る
役
職
員
を
置
い
た
り
す
る
こ
と
に

対
し
て
、
な
さ
れ
た
助
成
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
購
買
組
合
に
よ
る
肥
料
取
扱

高
は
、
昭
和
四
年
の
六
三
七
四
万
円
か
ら
一
二
年
の
一
億
四
二
六
一
万
円
へ
と

急
増
し
た
。
こ
の
取
扱
額
は
、
全
国
の
販
売
肥
料
消
費
額
に
対
し
昭
和
四
年
で

は
二
二
㌫
だ
っ
た
も
の
が
、
一
二
年
に
は
な
ん
と
四
一
㌫
へ
と
急
速
に
比
重
を

高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る）
（（
（

。
肥
料
商
人
に
と
っ
て
は
、
商
売
の
基
盤
が

失
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
実
際
、
肥
料
配
給
改
善
規
則
の
実
施
で
倒
産
や
廃

業
に
追
い
込
ま
れ
る
肥
料
商
が
相
次
い
で
い
た
。
そ
れ
故
、
彼
ら
は
反
産
運
動

の
中
心
勢
力
と
し
て
活
動
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
つ
つ
あ
っ
た
肥
料
商
ら
は
、
肥
料
配
給
改
善
規
則

法
案
に
対
す
る
反
対
運
動
を
通
じ
て
全
国
肥
料
団
体
連
合
会
を
結
成
し
、
反
産

運
動
の
牽
引
役
と
な
っ
て
い
っ
た）
（（
（

。
も
と
も
と
産
業
組
合
に
は
所
得
税
・
営
業

税
等
が
免
除
さ
れ
て
い
た
他
、
農
工
銀
行
か
ら
の
低
利
融
資
が
受
け
ら
れ
る
規

定
も
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
産
業
組
合
の
肥
料
取
扱
を
促
進
さ
せ
る
こ
の
よ
う

な
法
案
が
成
立
し
た
た
め
全
国
肥
料
団
体
連
合
会
は
昭
和
七
年
、
東
京
商
工
会

議
所
お
よ
び
内
閣
総
理
大
臣
・
商
工
大
臣
に
対
し
、
肥
料
商
に
も
同
様
の
法
的

保
護
を
与
え
る
よ
う
陳
情
し
た
。
ま
た
同
年
、全
国
購
買
組
合
連
合
会（
全
購
連
）

の
神
戸
ゴ
ム
工
場
が
事
業
を
開
始
す
る
や
、
神
戸
ゴ
ム
工
業
組
合
と
神
戸
商
工

会
議
所
は
農
林
・
商
工
両
省
に
対
し
、
全
購
連
の
自
己
生
産
を
禁
止
す
る
よ
う

請
願
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
ま
で
の
反
産
運
動
は
主
と
し

て
当
局
に
対
し
陳
情
・
要
望
と
い
う
方
法
で
働
き
か
け
る
段
階
に
あ
っ
た
が
、

運
動
は
徐
々
に
議
会
を
見
据
え
た
政
治
運
動
の
様
相
を
呈
し
て
ゆ
く
。

　

苦
境
に
立
つ
流
通
商
人
た
ち
を
商
業
組
合
法
（
昭
和
七
年
施
行
）
に
よ
り
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
し
た
商
工
省
の
政
策
も
期
待
は
ず
れ
に
終
わ
り
、
農
林
省

と
商
工
省
の
協
議
も
不
調
に
終
わ
る
な
か）
（（
（

、
昭
和
七
年
八
月
か
ら
開
か
れ
た
第

六
三
議
会
で
は
、
反
産
勢
力
の
意
を
体
し
た
議
員
か
ら
、
衆
議
院
・
貴
族
院
と

も
に
産
業
組
合
へ
の
特
典
を
廃
止
せ
よ
と
の
陳
情
・
質
問
や
建
議
案
が
出
さ
れ

た
が
、
商
工
・
農
林
・
大
蔵
の
三
大
臣
の
答
弁
は
い
ず
れ
も
、
特
典
は
廃
止
す

べ
き
で
な
い
と
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
た）
（（
（

。

　

こ
う
し
て
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
反
産
勢
力
は
、
全
国
的
か
つ
組
織
的
反
産



一
六

運
動
へ
と
突
き
進
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
全
日
本
商
権
擁
護
連
盟
の
結
成

　

産
業
組
合
拡
充
五
カ
年
計
画
で
は
、
購
買
・
販
売
事
業
の
取
扱
範
囲
が
か
な

り
の
物
品
・
商
品
に
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
か
ら
、
産
業
組
合
の
拡
充
五
ヶ

年
計
画
が
実
施
さ
れ
る
前
後
に
あ
た
る
昭
和
七
年
の
終
わ
り
か
ら
八
年
始
め
の

頃
に
な
る
と
、
拡
充
計
画
の
実
施
で
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
必
至
と
み
ら
れ
た

米
穀
商
・
文
具
卸
商
・
ゴ
ム
工
業
組
合
・
醤
油
醸
造
業
な
ど
の
業
界
も
反
産
勢

力
に
加
わ
り
、
運
動
は
高
揚
し
て
い
っ
た）
（（
（

。

　

全
国
肥
料
団
体
連
合
会
が
全
国
的
反
産
業
組
合
団
体
の
結
成
を
呼
び
か
け
、

各
地
商
工
会
議
所
か
ら
の
要
請
に
も
押
さ
れ
る
か
た
ち
で
日
本
商
工
会
義
所
が

遂
に
反
産
運
動
の
中
核
と
し
て
動
き
を
開
始
し
た
。

　

日
本
商
工
会
義
所
は
昭
和
八
年
九
月
に
購
買
販
売
組
合
対
策
常
設
委
員
会
を

設
置
し
た
の
に
続
き
、一
一
月
に
は
東
京
商
工
会
義
所
・
日
本
実
業
組
合
連
合
会
・

全
日
本
商
店
会
連
盟
・
全
国
肥
料
団
体
連
合
会
・
全
国
米
穀
商
組
合
連
合
会
・

三
都
文
具
卸
商
同
業
組
合
・
全
国
醤
油
醸
造
組
合
連
合
会
・
全
国
売
買
業
団
体

連
合
会
が
結
集
し
て
全
日
本
商
権
擁
護
連
盟
を
結
成
す
る
こ
と
、
そ
の
本
部
を

日
本
商
工
会
議
所
に
設
置
す
る
こ
と
、
お
よ
び
各
道
府
県
の
県
庁
所
在
地
商
工

会
議
所
に
連
盟
支
部
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た）
（（
（

。
そ
の
主
旨
は
、
連
盟
結

成
主
旨
書
で
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「（�

前
略
）抑
々
政
府
が
産
業
組
合
に
対
し
補
助
金
助
成
金
の
交
付
、低
資
の
融
通
、

免
税
の
特
典
、
官
憲
の
経
営
参
加
、
其
の
他
有
ら
ゆ
る
便
宜
と
保
護
と
を
加

へ
て
之
を
助
成
す
る
結
果
、
購
買
組
合
販
売
組
合
は
商
工
業
固
有
の
領
域
に

侵
入
し
来
り
有
利
な
る
条
件
の
下
に
不
正
不
当
の
競
争
を
試
み
何
等
他
の
領

域
を
侵
す
こ
と
な
き
中
小
営
業
者
の
商
権
を
脅
威
圧
迫
し
其
の
生
業
を
迫
害

せ
ら
る
ゝ
こ
と
は
到
底
中
小
商
工
業
者
の
黙
止
す
る
能
は
ざ
る
所
な
り
。

　
（
中
略
）

　

�

翼
く
は
産
業
組
合
の
圧
迫
を
蒙
る
全
日
本
中
小
商
工
業
者
諸
君
来
つ
て
本
連

盟
に
加
盟
し
以
て
主
旨
の
達
成
に
協
力
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
」

と
述
べ
、
購
買
組
合
と
販
売
組
合
の
活
動
が
商
工
業
者
の
領
域
を
荒
ら
し
て
い

る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
単
に
新
た
な
競
争
相
手
が
出
現
し

た
こ
と
自
体
を
問
題
視
す
る
の
で
は
な
く
、
産
業
組
合
が
税
制
上
の
優
遇
措
置

を
受
け
た
う
え
で
数
々
の
生
産
・
生
活
必
需
品
の
流
通
過
程
を
掌
握
す
る
こ
と

に
異
を
唱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
昭
和
八
年
一
一
月
、
東
京
日
比
谷
公
会
堂
に
て
全
日
本
商
権
擁
護

連
盟
大
会
が
開
催
さ
れ
、
商
権
擁
護
運
動
す
な
わ
ち
反
産
運
動
の
大
々
的
示
威

活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

　

商
権
擁
護
連
盟
は
、
大
会
開
催
か
ら
間
髪
を
入
れ
ず
大
会
決
議
文
を
政
府
の

関
係
当
局
へ
提
出
す
る
と
同
時
に
衆
議
院
・
貴
族
院
議
員
、
言
論
機
関
へ
も
そ

れ
を
配
布
し
た
。
次
い
で
、
大
蔵
・
内
務
・
陸
軍
等
の
内
政
関
連
五
省
の
大
臣

へ
の
陳
情
、
お
よ
び
商
工
大
臣
を
は
じ
め
と
し
た
商
工
省
関
係
部
局
へ
の
陳
情

を
精
力
的
に
行
い
、
併
せ
て
各
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
も
決
議
文
を
発
送
し

て
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
る
昭

和
八
年
い
っ
ぱ
い
、
商
権
擁
護
連
盟
の
活
動
は
行
政
当
局
や
議
会
を
対
象
と
し



反産運動の展開と地方商工会議所一
七

て
陳
情
・
要
望
・
働
き
か
け
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
徐
々
に
議
会
対
策
に
傾
斜

し
て
い
っ
た
。

　
（
三
）
法
案
阻
止
で
高
揚
す
る
反
産
運
動

　

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
入
り
、
反
産
運
動
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く

動
き
始
め
た
。
産
業
組
合
活
動
と
密
接
に
関
連
す
る
三
つ
の
法
案
が
議
会
に
提

出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
重
要
肥
料
業
統
制
法
・

米
穀
自
治
管
理
法
・
産
繭
処
理
統
制
法
の
三
法
案
が
そ
れ
で
あ
り
、
政
府
が
農

村
対
策
の
基
軸
に
産
業
組
合
を
位
置
づ
け
、
産
業
組
合
へ
の
支
援
策
を
前
面
に

出
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　

以
下
、
こ
れ
ら
三
法
案
の
内
容
と
成
立
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
把
握
し
て
お

こ
う
。

　
　

１
．
重
要
肥
料
業
統
制
法
案

　

も
と
も
と
日
本
の
農
業
は
、
肥
料
を
大
量
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
狭
い

土
地
か
ら
多
く
の
収
穫
を
上
げ
る
の
を
特
長
と
し
て
い
た
。
堆
肥
等
の
自
給
肥

料
を
利
用
し
て
い
た
時
期
が
長
く
続
い
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
遠
隔
地

か
ら
肥
料
商
人
が
運
ん
で
く
る
鰯
・
鰊
を
原
料
と
す
る
魚
肥
を
購
入
し
て
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
期
に
な
る
と
満
州
か
ら
輸
入
さ
れ
た
大
豆
粕
が
用
い
ら

れ
始
め
、
明
治
後
期
に
は
過
燐
酸
石
灰
や
大
量
の
電
力
投
入
に
よ
る
硫
安
と
い

う
化
成
肥
料
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
昭
和
恐
慌
に
喘
ぐ
農
村
の
立
て
直
し
策
と
し
て
政

府
は
農
産
物
の
増
産
を
目
指
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
化
成
肥
料
の
多
用
を
推
進

し
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
肥
料
調
査
委
員
会
総
会
で
山
本

悌
二
郎
農
林
大
臣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
農
産
物
ヲ
増
産
シ
テ
国
民
ヲ
養
ッ
テ
行
ク
ト
云
フ
方
法
ト
致
シ
マ
シ
テ
ハ

…
…
…
単
位
面
積
カ
ラ
ノ
収
獲
ヲ
増
加
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
是
ガ
最
モ
有
力
ナ

方
法
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
昨
今
非
常
二
喧
シ
イ
小
作
問
題
ノ
如
キ
、
是
モ
収

獲
が
増
加
シ
テ
小
作
ノ
取
前
モ
、
自
作
ノ
取
前
モ
、
共
ニ
並
ン
デ
増
加
シ
テ
行

ク
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
ッ
タ
ナ
ラ
バ
、
此
問
題
ハ
自
ラ
解
決
」
す
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
す
で
に
集
約
の
極
限
に
達
し
て
い
る
労
力
を
除
け
ば
、「
資
本
ノ
点
ノ
集

約
殊
ニ
肥
料
ヲ
多
量
ニ
使
用
サ
セ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
…
…
…
是
カ
ラ
ノ
単
位
面

積
ヨ
リ
収
獲
ラ
増
加
ス
ル
殆
ド
唯
一
ノ
方
法
）
（（
（

」

で
あ
る
と
。
つ
ま
り
、
肥
料
を
大
量
に
投
入
し
て
農
業
生
産
力
を
高
め
、
そ
れ

を
梃
子
と
し
て
農
業
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
の
意
思
を
示
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
農
林
省
が
進
め
よ
う
と
し
た
肥
料
管
理
政
策
に
は
肥
料
製
造
・
流

通
を
所
管
す
る
商
工
省
が
消
極
的
な
た
め
、
法
案
立
案
作
業
は
紆
余
曲
折
を
経

て
い
た
。

　
『
時
事
新
報
』（
昭
和
二
年
一
一
月
二
五
日
）
は
こ
の
経
過
を
次
の
よ
う
に
報

じ
て
い
る
。

　
��「�

肥
料
管
理
並
に
空
中
窒
素
固
定
工
業
の
助
成
策
は
農
林
省
が
肥
料
委
員
会

の
決
議
に
基
き
実
行
せ
ん
と
し
て
い
る
二
大
肥
料
政
策
で
あ
る
が
此
内
助

成
策
に
就
て
は
主
管
官
庁
た
る
商
工
省
が
其
政
策
遂
行
に
気
乗
せ
ず
未
だ

に
商
工
審
議
会
の
調
査
未
了
を
理
由
と
し
て
之
が
実
行
に
着
手
し
な
い
」

　

こ
う
し
た
経
緯
が
あ
り
な
が
ら
も
農
林
省
の
精
力
的
な
立
案
作
業
が
進
み
、



一
八

何
と
か
両
省
間
で
の
調
整
が
つ
い
て
肥
料
管
理
は
法
案
化
に
至
っ
た
の
で
あ
る）
（（
（

。

　

こ
う
し
た
政
府
の
方
針
に
対
し
、
肥
料
商
の
団
体
が
全
国
大
会
を
開
催
す
る

な
ど
し
て
強
硬
に
反
意
を
示
し
た
た
め）
（（
（

、
法
案
は
再
び
練
り
直
し
を
迫
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
最
終
的
に
は
昭
和
五
年
の
肥
料
配
給
改
善
助
成
規
則
と
し
て
実

施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

紆
余
曲
折
を
経
た
と
は
い
え
、
肥
料
配
給
改
善
規
則
に
は
、
低
価
格
の
肥
料

を
安
定
的
に
農
村
に
供
給
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
意
思
が
貫
徹
し
て
い
た
。
し

か
も
肥
料
流
通
の
要
に
産
業
組
合
、
具
体
的
に
は
購
買
組
合
を
据
え
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
を
大
き
な
契
機
と
し
て
購
買
組
合
が
肥
料
の
取
扱
い
量
を
急
増
さ
せ
、

昭
和
八
年
に
は
全
購
連
が
主
要
な
肥
料
製
造
企
業
で
あ
る
満
州
化
学
の
株
五
万

株
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
同
社
生
産
の
硫
安
に
つ
い
て
優
先
引
受
権
を
確
保
し

た
。
さ
ら
に
は
、硫
安
株
式
会
社
株
の
五
㌫
、日
本
肥
料
株
式
会
社
株
の
一
二
・
五

㌫
を
持
ち
、
肥
料
流
通
を
本
格
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
鮮

明
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
経
緯
の
後
、
昭
和
九
年
～
一
〇
年
に
か
け
て
の
第
六
七
議
会
に
政
府

が
提
出
し
た
肥
料
業
統
制
法
案
（
後
に
重
要
肥
料
業
統
制
法
と
し
て
成
立
）
は
、

肥
料
製
造
業
を
許
可
制
と
し
肥
料
取
引
数
量
・
価
格
に
つ
い
て
政
府
が
命
令
で

き
る
と
す
る
内
容
、
す
な
わ
ち
政
府
の
強
力
な
統
制
が
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
と

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
帝
国
農
会
は
、
肥
料
製
造
を
許
可
制
に
す
る
こ
と

で
独
占
の
形
成
が
促
さ
れ
、
結
局
は
肥
料
価
格
の
高
止
ま
り
に
つ
な
が
る
と
し

て
反
対
し
た
。
肥
料
工
業
や
肥
料
商
人
サ
イ
ド
か
ら
も
、
政
府
の
幅
広
い
命
令

権
が
政
府
の
行
き
過
ぎ
た
介
入
を
招
く
と
の
批
判
が
吹
き
出
し
た
。

　

こ
の
た
め
政
府
は
反
対
す
る
勢
力
か
ら
の
批
判
点
を
す
べ
て
受
け
入
れ
て
骨

抜
き
と
な
っ
た
「
無
能
力
、
あ
ら
ず
も
が
な
の
法
案
）
（（
（

」
を
昭
和
一
一
年
の
第

六
九
議
会
に
提
出
し
、
漸
く
成
立
に
こ
ぎ
着
け
た
の
で
あ
る
。

　

成
立
し
た
重
要
肥
料
業
統
制
法
は
確
か
に
、
肥
料
製
造
業
者
・
肥
料
商
ら
の

抵
抗
で
大
幅
な
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
価
格
統
制
が
大
き
く
後

退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
は
同
法
に

よ
っ
て
全
購
連
を
核
と
し
た
肥
料
流
通
へ
の
再
編
が
進
み
、
他
方
製
造
部
門
で

は
硫
安
肥
料
製
造
組
合
と
い
う
カ
ル
テ
ル
が
結
成
さ
れ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
硫
安
肥
料
製
造
業
組
合
と
そ
の
販
売
機
構
と
の
取
引
に
つ
い
て

は
委
託
販
売
の
形
式
で
は
あ
っ
て
も
消
費
者
が
購
買
の
際
に
生
産
者
を
指
定
で

き
ず
、
ま
た
、
政
府
の
価
格
統
制
が
製
造
業
者
販
売
価
格
に
の
み
限
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
消
費
者
へ
の
販
売
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
、
そ
の
値
上
が
り
分
は
リ

ベ
ー
ト
と
し
て
肥
料
製
造
資
本
に
回
っ
て
く
る
と
い
う
、
肥
料
流
通
機
構
が
出

現
し
た）
（（
（

。
そ
の
意
味
で
こ
の
法
案
は
、
産
業
組
合
と
肥
料
製
造
大
資
本
に
有
利

な
状
況
を
創
り
出
す
一
方
、
肥
料
流
通
か
ら
旧
来
の
肥
料
商
人
を
排
除
す
る
役

割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

２
．
米
穀
自
治
管
理
法
案

　

米
価
の
安
定
を
目
的
に
政
府
が
米
の
市
場
価
格
に
介
入
し
た
の
は
、

一
九
一
五（
大
正
四
）年
の
米
価
調
節
令
で
あ
る
。
そ
の
後
、大
正
七
年
に
起
こ
っ

た
い
わ
ゆ
る
米
騒
動
を
き
っ
か
け
に
米
価
調
整
令
は
強
化
さ
れ
、
大
正
一
〇
年

に
は
米
穀
法
が
制
定
さ
れ
た
。
米
穀
法
は
、
朝
鮮
・
台
湾
か
ら
の
外
米
移
入
で

米
が
供
給
過
剰
と
な
り
、
内
地
米
価
格
の
低
下
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
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背
景
に
あ
り
、
米
穀
の
輸
出
入
を
許
可
制
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
。

そ
れ
で
も
米
の
過
剰
供
給
は
解
決
せ
ず
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
制
定
し

た
米
穀
統
制
法
に
も
と
づ
い
て
、
米
価
の
乱
高
下
を
防
ぐ
た
め
政
府
が
米
穀
売

買
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
米
穀
統
制
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
、

最
低
価
格
で
の
買
い
上
げ
と
最
高
価
格
で
の
売
却
の
た
め
、
政
府
に
は
重
い
財

政
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
い
た
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
法
案
化
さ
れ
た
の
が
米
穀
自
治
管
理
法
で
あ
り
、
過
剰
供

給
の
場
合
に
は
米
穀
生
産
者
に
自
治
的
な
管
理
（
＝
貯
蔵
）
を
行
わ
せ
る
こ
と

で
米
価
の
調
整
を
は
か
ろ
う
と
す
る
内
容
だ
っ
た
。
そ
こ
で
言
う
「
自
治
的
な

管
理
」
を
行
う
生
産
者
と
は
事
実
上
、
産
業
組
合
が
想
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

米
穀
商
人
ら
の
強
い
反
発
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る）
（（
（

。

　

そ
の
た
め
政
府
は
、「
特
別
ノ
事
情
」
が
あ
る
場
合
に
の
み
自
治
管
理
を
実
施

す
る
と
の
内
容
に
法
案
を
修
正
し
、
昭
和
一
〇
年
の
第
六
七
議
会
で
衆
議
院
を

通
過
さ
せ
た
。

　

第
六
七
議
会
で
米
穀
自
治
管
理
法
案
を
審
議
す
る
衆
議
院
の
特
別
委
員
会
は

合
計
一
八
回
開
催
さ
れ
、
毎
回
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
た）
（（
（

。
議
論
の
焦

点
と
な
っ
た
の
が
産
業
組
合
と
米
穀
商
の
関
係
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
第
六
七
議
会
で
最
終
と
な
る
第
一
八
回
目
の
委
員
会
で
、
政
友
会
の
助
川

議
員
は
、

　

��「�

吾
々
政
友
会
ニ
所
属
シ
テ
居
リ
マ
ス
者
ト
、
民
政
党
ノ
方
々
ト
ノ
間
ニ
米

穀
自
治
管
理
法
案
外
二
案
ニ
対
シ
マ
シ
テ
一
致
シ
タ
ル
意
見
ヲ
得
マ
シ
タ

ノ
デ
、
ソ
レ
ヲ
私
ガ
代
表
シ
テ
茲
ニ
申
述
ベ
タ
イ
ト
存
ジ
マ
ス
」

と
述
べ
、
政
友
会
・
民
政
党
の
共
同
修
正
案
を
提
出
し
た
。

修
正
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

　

��「�

米
穀
ヲ
取
扱
フ
販
売
組
合
（
以
下
米
穀
販
売
組
合
ト
称
ス
）
ノ
存
ス
ル
市

町
村
ニ
於
テ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
ト
キ
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
前
項
ニ

規
定
ス
ル
米
穀
統
制
組
合
ノ
事
業
ハ
行
政
官
庁
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
米
穀
販
売

組
合
ニ
於
テ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
」

に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
産
業
組
合
が
米
穀
の
管
理
に
あ
た
る
の
は
、「
特
別
ノ
事

情
」
が
あ
る
場
合
に
の
み
限
ら
れ
る
と
の
内
容
に
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
付
帯
決
議
と
し
て
「
産
業
組
合
ノ
違
法
及
脱
法
行
為
ノ
取
締
ヲ
厳
ニ
」

す
る
こ
と
、「
産
業
組
合
ト
米
穀
商
業
組
合
ト
ノ
協
調
ヲ
図
」
る
こ
と
等
が
明
記

さ
れ
、
産
業
組
合
の
活
動
を
神
経
質
に
抑
制
し
よ
う
と
す
る
法
案
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
政
府
提
出
の
法
案
は
修
正
さ
れ
衆
議
院
で
成
立
し
た
が
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
貴
族
院
で
は
審
議
未
了
と
な
っ
た
。
同
法
案
に
反
対
す
る
集

会
が
何
万
人
と
い
う
規
模
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
反
産
運
動
が
著
し
く
高
ま
っ

て
お
り
、
議
会
も
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る）
（（
（

。

　

政
友
会
・
民
政
党
が
政
策
協
定
に
も
と
づ
き
基
本
的
に
政
府
案
を
支
持
し
た

こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
米
穀
自
治
管
理
法
案
は
、
昭
和
一
一
年
の
第
六
九
議
会

で
成
立
し
た
が
、
翌
一
二
年
の
日
中
全
面
戦
争
の
開
始
に
よ
り
米
の
供
給
過
剰

が
解
消
さ
れ
た
た
め
、遂
に
発
動
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。こ
こ
で
も
政
府
は
、

反
産
運
動
に
よ
る
圧
力
の
た
め
譲
歩
を
強
い
ら
れ
る
一
方
、
産
業
組
合
を
米
穀

流
通
の
要
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
意
思
は
貫
徹
さ
せ
た
。
そ
の
意
味
で
、
米
穀

商
あ
る
い
は
反
産
勢
力
が
産
業
組
合
の
活
動
を
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
は

到
底
言
い
難
い
決
着
だ
っ
た
。



二
〇

　
　

３
．
産
繭
処
理
統
制
法
案

　

最
大
の
外
貨
獲
得
産
業
と
し
て
戦
前
日
本
の
工
業
化
を
支
え
た
製
糸
業
に

と
っ
て
は
原
料
繭
が
そ
の
コ
ス
ト
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
良
質
の
原
料
繭

を
い
か
に
安
価
に
仕
入
れ
る
か
が
、製
糸
業
経
営
の
最
重
要
課
題
だ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
繭
は
養
蚕
業
の
収
穫
物
で
あ
り
、
日
本
の
農
家
の

多
く
が
養
蚕
業
を
営
ん
で
い
た
。
全
国
的
に
は
一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
当
時
で
、

全
農
家
戸
数
五
五
〇
万
戸
の
四
〇
㌫
に
あ
た
る
二
二
二
万
戸
が
養
蚕
農
家
と
し

て
数
え
ら
れ
、
長
野
県
な
ど
の
養
蚕
県
で
は
全
農
家
の
お
よ
そ
七
〇
㌫
が
養
蚕

業
を
営
ん
で
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
農
業
に
お
け
る
養
蚕
業
の
ウ
ェ
イ
ト
の
高
さ
に
こ
そ
、
産
業

組
合
活
動
と
切
り
離
せ
な
い
問
題
と
し
て
繭
取
引
の
方
法
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
理
由
が
あ
っ
た
し
、
し
た
が
っ
て
反
産
運
動
の
重
要
テ
ー
マ
と
な
る
背

景
が
あ
っ
た
。

　

わ
が
国
の
繭
取
引
は
生
繭
の
状
態
で
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
製
糸

家
の
側
は
、
何
ら
か
の
乾
燥
処
理
を
施
し
た
乾
繭
よ
り
も
、
生
繭
取
引
の
方
が

繭
の
品
質
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
し
、
養
蚕
農
家
の
側

で
も
、
乾
繭
処
理
の
た
め
の
設
備
負
担
は
到
底
負
い
き
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
生

繭
で
の
取
引
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
生
繭
で
の
取
引
は
、
繭

の
劣
化
が
進
み
や
す
い
か
ら
養
蚕
農
家
は
売
り
急
が
ざ
る
を
得
ず
、
製
糸
家
に

と
っ
て
は
買
い
た
た
く
絶
好
の
要
因
と
な
っ
て
い
た）
（（
（

。

　

大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
と
も
な
れ
ば
、
養
蚕
農
家
側
も
養
蚕
組
合
な
ど
に
結

集
し
て
団
結
し
、
共
同
で
繭
を
販
売
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
場

合
で
も
生
繭
で
の
取
引
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
製
糸
家
は
養
蚕
組
合
と
の
間

で
特
約
を
結
び
、
養
蚕
農
家
に
は
蚕
種
の
配
布
を
含
め
自
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し

た
方
法
に
よ
る
養
蚕
を
義
務
づ
け
た
う
え
で
、
収
穫
さ
れ
た
繭
は
原
則
と
し
て

す
べ
て
買
い
取
る
と
い
う
、
特
約
取
引
を
行
う
場
合
が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
場
合
も
生
繭
取
引
だ
っ
た
。

　

昭
和
恐
慌
の
一
環
と
し
て
農
村
を
襲
っ
た
農
業
恐
慌
に
際
し
て
、
農
産
物
価

格
は
著
し
く
下
落
し
、
な
か
で
も
繭
価
格
の
暴
落
が
も
っ
と
も
激
し
か
っ
た
。

養
蚕
業
が
日
本
農
業
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
要
素
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
繭
価
格

安
定
化
と
そ
の
た
め
の
繭
取
引
統
制
は
農
村
の
立
て
直
し
を
は
か
る
政
府
の
重

要
政
策
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

政
府
案
の
骨
子
は
、
大
製
糸
家
と
養
蚕
組
合
と
の
生
繭
取
引
で
あ
る
特
約
取

引
に
制
限
を
設
け
、
乾
繭
の
品
質
を
維
持
す
る
た
め
乾
繭
取
引
に
つ
い
て
は
道

府
県
に
設
置
す
る
繭
検
定
所
で
の
検
定
を
義
務
づ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
以
上
に
大
製
糸
家
や
繭
商
人
の
反
発
を
招
い
た
の
は
、
産
業
組
合
と
し
て

の
乾
繭
組
合
を
組
織
さ
せ
、
そ
こ
に
区
域
内
の
全
養
蚕
農
家
を
強
制
加
入
さ
せ

る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

衆
議
院
産
繭
処
理
統
制
法
案
委
員
会
で
の
佐
藤
議
員
に
よ
る
次
の
発
言
は
、

院
外
で
激
し
い
反
対
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
議
員
た
ち
が
そ
の
こ
と

を
強
く
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ

て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

　

��「�

院
外
ノ
問
題
ヲ
院
内
ニ
持
ッ
テ
来
テ
、
此
審
議
ヲ
遅
延
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト

ハ
好
マ
ナ
イ
ト
百
瀬
君
ガ
言
ハ
レ
タ
、
ソ
レ
ハ
其
通
リ
ダ
、
私
モ
同
感
ダ
、

併
シ
今
ヤ
院
外
ノ
運
動
、
此
社
会
相
ガ
、
此
院
内
ノ
産
繭
処
理
委
員
会
ニ
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持
ッ
テ
来
テ
、
吾
々
ガ
之
ヲ
解
決
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
」

事
態
に
立
ち
至
っ
た
こ
と
を
重
大
視
し
て
い
た
し
、
こ
の
法
案
を
め
ぐ
る
反
対

運
動
が
社
会
問
題
と
さ
え
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、製
糸
業
者
・
繭
商
人
が
猛
反
発
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

昭
和
一
〇
年
の
第
六
七
議
会
で
政
府
案
は
、
衆
議
院
の
審
議
段
階
で
早
々
と
審

議
未
了
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

翌
昭
和
一
一
年
の
第
六
九
議
会
に
提
出
さ
れ
た
修
正
政
府
案
は
製
糸
業
者
の

意
向
を
大
幅
に
取
り
入
れ
）
（（
（

、
特
約
取
引
で
の
生
繭
取
引
を
認
め
る
内
容
と
な
っ

た
た
め
何
と
か
成
立
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
。

　

こ
う
し
て
制
定
さ
れ
た
産
繭
処
理
統
制
法
は
、
繭
の
取
引
は
乾
繭
取
引
に
よ

る
こ
と
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
特
約
取
引
（
認
可
制
）、
産
業
組
合
に
よ
る
組

合
製
糸
、お
よ
び
政
府
が
定
め
る
場
合
に
の
み
生
繭
取
引
を
認
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
特
約
取
引
の
認
可
を
得
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
の
が

極
め
て
一
般
的
な
書
類
の
提
出
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
大
製
糸
業
家
の

利
害
は
確
実
に
守
ら
れ
た
。
反
面
、
乾
繭
組
合
へ
の
全
養
蚕
農
家
加
入
は
実
現

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
政
策
上
で
、
産
業
組
合
と
し
て
の
組
合
製
糸
を
い
わ
ゆ

る
営
業
製
糸
と
同
格
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
を
み
る
限
り
、
産
繭
処
理
統
制
法
は
、
大
製
糸
資
本
と
産
業
組

合
双
方
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
が
、
結
果
的
に
は
中
小
製
糸

業
者
と
繭
商
人
を
繭
の
流
通
過
程
か
ら
排
除
す
る
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
た
と

言
う
他
は
な
い
。

　
（
四
）
長
野
県
に
お
け
る
反
産
運
動
の
背
景

　

先
に
み
た
よ
う
に
、
長
野
県
は
産
業
組
合
の
組
織
率
で
全
国
ト
ッ
プ
に
位
置

し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
を
産
業
組
合
員
と
し
て
吸
収
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
産
業
組
合
が
信
用
・
購
買
・
販
売
・
利
用
と
い
う
四
種

類
の
事
業
を
掌
握
す
る
こ
と
で
農
業
に
と
っ
て
の
基
幹
的
流
通
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
つ
つ
あ
っ
た
以
上
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
街
場
の
商
人
の
営
業
を
苦
境
に

陥
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
す
べ

き
は
、
長
野
県
の
流
通
商
人
が
直
面
し
た
困
難
は
単
に
、

農
民
に
流
通
過
程
を
握
ら
れ
た
こ
と
に
止
ま
ら
な
か
っ
た

こ
と
な
の
で
あ
る
。
県
内
総
戸
数
に
対
す
る
産
業
組
合
員

数
の
割
合
を
示
し
た
表
８
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
ご
と
く
、

長
野
県
は
総
戸
数
の
八
割
以
上
が
産
業
組
合
員
で
あ
り
、

全
国
平
均
と
比
較
す
れ
ば
こ
の
数
値
が
い
か
に
高
い
か
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
第
二
次
拡
充
計
画
に
入
っ
た
昭
和

一
三
年
以
降
こ
そ
全
国
平
均
値
も
六
割
を
超
え
る
よ
う
に

な
る
が
、
そ
れ
で
も
長
野
県
の
組
合
員
数
割
合
は
非
常
に

高
い
。
こ
の
時
期
、
総
戸
数
に
対
す
る
組
合
員
数
割
合
で

長
野
県
を
凌
い
で
い
た
の
は
島
根
県
の
み
で
あ
る
。
長
野

県
の
総
戸
数
に
対
す
る
農
家
戸
数
割
合
が
六
四
㌫
～
六
七

㌫
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
長
野
県
の
産
業
組

合
は
、
農
業
者
以
外
も
含
む
八
割
以
上
の
家
庭
を
組
織
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
残
る
二
割
弱
の

住
民
を
対
象
に
営
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
長
野
県
の
商
人
た

表８　総戸数に対する産業組合員数割合
5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 13年 14年 15年

長野県 80 81 81 82 82 82 80 85 84 88
全国平均 45 45 46 48 50 52 55 60 62 66
1）出典は表1に同じ。
2）数値の単位は％。



二
二

ち
が
い
か
に
過
酷
な
立
場
に
置
か
れ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
こ
に
、
長

野
県
の
商
人
層
が
産
業
組
合
と
厳
し
く
対
峙
せ
ざ
る
を
得
な
い
根
拠
が
あ
っ
た
。

　

産
業
組
合
の
営
業
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
動
き
、
あ
る
い
は
産
業
組
合
の
事

業
で
営
業
を
浸
食
さ
れ
た
商
人
に
よ
る
反
産
業
組
合
運
動
自
体
は
、
長
野
県
で

は
明
治
期
か
ら
度
々
起
こ
っ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、産
業
組
合
は
購
買
事
業
の
一
環
と
し
て
煙
草
を
扱
う
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
明
治
後
期
に
相
次
い
で
葉
煙
草
と
塩
の
専
売
制
度
が
実
施
さ
れ
て
か
ら

は
、
産
業
組
合
は
煙
草
小
売
人
と
し
て
指
定
さ
れ
て
は
い
な
い
た
め
問
題
が
あ

る
と
し
て
、
長
野
県
内
務
部
が
県
下
に
通
牒
を
出
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の

他
類
似
の
事
例
が
散
見
さ
れ
る）
（（
（

。
ま
た
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
、
上
田

商
業
会
議
所
が
、
購
買
組
合
の
事
業
が
市
街
地
小
売
商
人
の
営
業
を
圧
迫
し
て

い
る
と
し
て
内
務
省
に
、
購
買
組
合
の
取
扱
品
目
を
限
定
す
る
よ
う
法
改
正
を

求
め
る
陳
情
書
を
提
出
す
る
動
き
を
み
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た）
（（
（

。
昭
和
期
に
な
っ

て
も
、
産
業
組
合
が
組
合
員
以
外
の
者
の
利
用
を
事
実
上
認
め
て
い
る
と
し
て

長
野
商
工
会
議
所
が
、
調
査
結
果
を
機
関
誌
で
報
じ
喚
起
を
促
し
た）
（（
（

。

　

し
か
し
い
ず
れ
も
散
発
的
・
単
発
的
で
あ
り
、
そ
の
後
の
全
国
的
か
つ
組
織

的
反
産
運
動
の
展
開
と
比
べ
れ
ば
、
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
得
な
い
動
き
に
留

ま
っ
て
い
た
。

　
（
五
）
長
野
県
下
商
工
会
議
所
の
反
産
運
動

　
　

組
織
的
な
反
産
運
動
、
し
か
も
商
工
会
議
所
を
拠
点
と
し
た
反
産
運
動
の

先
駈
け
と
な
っ
た
の
が
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
長
野
商
工
会
議
所
を
会
場

と
し
て
開
か
れ
た
北
本
州
商
工
会
義
所
連
合
会
で
あ
り
、
松
本
商
工
会
義
所
の

購
買
組
合
取
締
案
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
全
国
的
反
産
運
動
の
大
き
な
契
機
と

な
っ
た
こ
と
は
、
先
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

長
野
県
で
は
以
後
、
昭
和
六
年
に
特
約
組
合
、
七
年
に
ゴ
ム
商
、
八
年
に
医

師
会
、
そ
し
て
九
年
に
は
米
穀
商
・
製
糸
業
者
・
繭
商
な
ど
が
加
わ
る
こ
と
で
、

反
産
運
動
が
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
い
っ
た）
（（
（

。

　

産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
が
実
施
さ
れ
る
直
前
の
昭
和
七
年
秋
に
は
、
上

田
精
米
雑
穀
購
買
利
用
組
合
が
政
府
払
下
米
の
配
給
を
開
始
し
、
さ
ら
に
長
野

県
購
買
販
売
組
合
連
合
会
上
田
支
所
が
農
業
倉
庫
に
保
管
し
て
い
た
米
を
販
売

し
た
こ
と
か
ら
、
上
田
小
県
地
域
の
米
穀
商
が
「
反
対
気
勢
）
（（
（

」
を
あ
げ
る
な
ど

の
動
き
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
、「
屡
々
会
合
ノ
上
計
画
ヲ
立
テ
タ

ル
モ
団
結
的
運
動
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ズ
各
自
任
意
ノ
方
法
ニ
ヨ
リ）
（（
（

」
活
動
し
て
い

る
状
態
だ
っ
た
。
同
様
に
営
業
製
糸
家
（
組
合
製
糸
以
外
の
民
間
製
糸
業
経
営
）

の
場
合
も
、
特
約
取
引
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
の
動
き
は
み
せ
て
い
た
が
、「
未
ダ

何
レ
モ
営
業
家
ガ
自
己
ノ
利
益
ヲ
擁
護
セ
ン
ト
ス
ル
消
極
的
手
段
ノ
範
囲
ニ

止
）
（（
（

」
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
翌
昭
和
八
年
七
月
に
は
長
野
市
医
師
会
が
、
長
野
市
で
の
医
療
利
用

組
合
の
設
立
に
反
対
す
る
こ
と
、
お
よ
び
低
額
な
診
療
料
金
は
不
当
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
声
明
書
を
発
表
し
、
翌
八
月
に
は
、
医
療
利
用
組
合
の
進
出
に

警
戒
感
を
強
め
医
療
利
用
組
合
の
設
置
を
僻
地
等
に
限
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
、
長
野
県
医
師
会
に
よ
る
建
議
が
内
務
・
農
林
両
大
臣
へ
提
出
さ
れ
た
。

医
療
利
用
組
合
の
進
出
に
よ
り
、
医
師
会
メ
ン
バ
ー
の
診
療
活
動
に
支
障
が
出

る
こ
と
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
患
者
の
減
少
に
脅
か
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら

な
い）
（（
（

。



反産運動の展開と地方商工会議所二
三

　

既
述
の
ご
と
く
、
す
で
に
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
松
本
商
工
会
議
所
が

北
本
州
商
工
会
議
所
連
合
会
に
購
買
組
合
取
締
案
を
提
出
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
反
産
運
動
は
せ

い
ぜ
い
各
同
業
組
合
単
位
の
活
動
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
大

き
く
変
え
た
の
が
全
日
本
商
権
擁
護
連
盟
の
発
足
だ
っ
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
り
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
商
権
擁
護
連

盟
の
発
足
集
会
と
同
じ
日
、
長
野
市
で
は
二
〇
〇
〇
名
余
り
の
参
加
者
を
集
め

て
同
連
盟
の
長
野
県
支
部
結
成
式
が
行
わ
れ
た
。
長
野
県
支
部
長
に
は
長
野
商

工
会
議
所
会
頭
、
副
支
部
長
に
上
田
商
工
会
議
所
会
頭
・
松
本
商
工
会
議
所
副

会
頭
お
よ
び
長
野
県
米
穀
商
組
合
連
合
会
長
を
選
出
し
た）
（（
（

。
こ
の
経
過
は
、
全

日
本
商
権
擁
護
連
盟
の
設
立
を
俟
っ
て
は
じ
め
て
長
野
県
で
も
、
商
工
会
議
所

を
核
と
し
た
反
産
運
動
、
し
が
た
っ
て
関
係
同
業
組
合
を
網
羅
し
た
組
織
的
反

産
運
動
が
成
立
し
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
地
方
商

工
会
議
所
が
独
自
の
組
織
的
反
産
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
っ
た

と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
長
野
県
の
よ
う
に
中
小
の
商
工
業
者
が
産
業
組
合
か
ら

最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
地
域
で
す
ら
、
地
方
的
反
産
運
動
が
先
鋭
化
す
る

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

商
権
擁
護
連
盟
長
野
支
部
結
成
大
会
で
は
、
政
府
に
よ
る
産
業
組
合
へ
の
保

護
政
策
を
停
止
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
が
、
反
産
勢
力
の

基
本
的
主
張
を
な
ぞ
っ
た
内
容
に
過
ぎ
な
か
っ
た）
（（
（

。
商
工
会
議
所
の
動
き
と
呼

応
し
て
長
野
県
商
工
会
連
合
会
も
県
当
局
に
商
工
課
の
新
設
を
陳
情
す
る
な
ど
、

他
の
商
工
関
係
団
体
も
動
き
始
め
る
な
か
、
同
年
一
二
月
に
商
権
擁
護
連
盟
長

野
支
部
は
、
運
動
の
第
二
期
実
行
計
画
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
産
業
組
合

へ
の
保
護
を
規
定
す
る
法
律
の
撤
廃
ま
た
は
改
正
を
貴
衆
両
院
議
員
へ
働
き
か

け
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
、
政
治
運
動
と
し
て
の
性
格
を
鮮
明
に
し
て
い
た
。

さ
ら
に
翌
昭
和
九
年
二
月
、
矢
継
ぎ
早
に
立
案
さ
れ
た
第
三
次
実
行
計
画
で
貴

衆
両
院
へ
の
請
願
書
提
出
が
示
さ
れ
た
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
全
日
本
商
権
擁
護

連
盟
の
方
針
を
雛
形
と
し
、
支
部
と
し
て
そ
れ
を
伝
達
す
る
の
み
の
活
動
だ
っ

た
。

　

こ
う
し
た
地
方
的
活
動
の
限
界
は
地
方
議
会
レ
ベ
ル
の
議
論
に
も
反
映
し
、

例
え
ば
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
長
野
県
議
会
の
議
論
は
む
し
ろ
低
調
で
す
ら
あ
っ

た
。
中
小
商
工
業
者
の
立
場
に
立
つ
議
員
に
よ
る
質
問
は
、
そ
の
営
業
を
浸
食

す
る
産
業
組
合
活
動
に
つ
い
て
県
当
局
の
見
解
を
質
す
に
止
ま
り
、
県
当
局
の

答
弁
も
、「
国
家
的
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
其
方
針
ノ
如
何
ニ
依
リ
マ
シ
テ
ハ

県
ト
致
シ
マ
シ
テ
モ
考
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
」
で
あ
る
と
す
る
ば
か
り
で

あ
っ
た）
（（
（

。

　

長
野
県
の
動
き
に
限
定
し
た
以
上
の
よ
う
な
反
産
運
動
を
念
頭
に
、
以
下
で

は
、
長
野
県
下
三
商
工
会
議
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
反
産
運

動
を
展
開
し
た
の
か
を
ご
く
概
略
的
に
み
て
お
き
た
い
。

１
．
松
本
商
工
会
議
所

　

松
本
商
工
会
議
所
と
し
て
の
本
格
的
な
反
産
運
動
は
、
恐
ら
く
北
本
州
商
工

会
議
所
連
合
会
へ
議
案
を
提
出
し
た
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
か
ら
始
ま
る
と

み
て
よ
い
。

　

農
林
省
が
産
業
組
合
の
肥
料
購
買
事
業
へ
の
助
成
金
支
出
を
柱
と
す
る
肥
料

管
理
法
（
正
式
に
は
「
肥
料
配
給
改
善
助
成
規
則
」
と
し
て
成
立
・
公
布
）
の



二
四

立
案
を
精
力
的
に
進
め
て
い
た
昭
和
四
年
二
月
、
松
本
商
工
会
議
所
は
独
自
に
、

こ
の
肥
料
管
理
法
案
に
反
対
す
る
声
明
を
発
表
し
た）
（（
（

。

　

産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
が
実
施
さ
れ
る
前
の
こ
の
時
期
、
反
産
運
動
と

し
て
松
本
商
工
会
議
所
が
積
極
的
に
活
動
し
た
の
は
、
肥
料
管
理
法
案
に
つ
い

て
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
他
の
業
種
と
比
較
し
て
肥
料
商
が
最
も
困
難
な
営

業
を
強
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
に
松
本
市
役
所
が

行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば）
（（
（

、
松
本
市
内
の
肥
料
商
の
う
ち
七
五
㌫
が
経
営
上
の
困

難
を
訴
え
て
お
り
、
さ
ら
に
肥
料
商
に
次
い
で
、
取
扱
品
目
が
購
買
組
合
と
競

合
す
る
醤
油
・
菓
子
・
履
物
と
い
っ
た
業
種
が
六
〇
㌫
以
上
の
経
営
困
難
者
を

抱
え
て
い
た
（
こ
れ
ら
の
業
種
は
製
造
と
流
通
の
双
方
を
含
む
）。
意
外
に
も
米

穀
商
や
繭
糸
商
の
多
く
は
こ
の
と
き
、
そ
れ
ほ
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
な
か
っ

た
。

　

実
は
、
こ
の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
と
同
じ
昭
和
六
年
に
全
国
米
穀
購
買
販
売

組
合
連
合
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
で
産
業
組
合
が
直
接
消
費
地
の
米
穀
卸
商
に

米
を
販
売
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
の
頃
か
ら
主
要
地
方
都
市
の
米
穀
商
が

米
穀
流
通
か
ら
排
除
さ
れ
始
め
た）
（（
（

。
つ
ま
り
こ
の
年
に
は
、
産
業
組
合
に
よ
る

産
地
米
穀
商
へ
の
影
響
は
未
だ
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

繭
糸
商
の
場
合
こ
の
時
期
、
全
国
的
に
は
急
速
に
そ
の
数
を
減
少
さ
せ
て
お

り
、
繭
の
共
同
販
売
を
行
う
組
合
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
）
（（
（

、
繭
・
生
糸
の
流
通
を
生
活
の
糧
と
す
る
い
わ
ゆ
る
繭
糸
商
の
多
く
は
零
細

で
あ
る
ば
か
り
か
そ
の
営
業
が
季
節
的
だ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
繭
の
共
同
販
売

を
行
う
養
蚕
組
合
の
多
く
が
、前
述
の
よ
う
に
、産
業
組
合
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

繭
糸
商
人
の
反
産
運
動
も
ま
た
顕
在
化
し
難
か
っ
た
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
営

業
製
糸
が
蒙
っ
た
影
響
は
甚
大
だ
っ
た
。
特
に
、
強
固
な
特
約
取
引
網
を
持
た

な
い
中
小
営
業
製
糸
家
は
苦
境
に
陥
り
、
昭
和
五
～
六
年
に
か
け
て
操
業
短
縮

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る）
（（
（

。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
は
産
業
組
合
拡
充
五
カ
年
計
画
が
実
施
に
移
さ
れ

た
昭
和
八
年
か
ら
一
変
す
る
。
同
年
三
月
に
は
、
松
本
に
結
成
さ
れ
た
松
本
米

穀
商
組
合
が
商
工
省
か
ら
認
可
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
松
本
の
米
穀
商
が
従

来
の
流
通
経
路
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
結
束
を
強
め
た
こ
と
が
み
て
取
れ
よ
う
。

翌
九
年
に
は
、
全
日
本
商
権
擁
護
連
盟
長
野
支
部
の
会
合
が
松
本
商
工
会
議
所

で
開
催
さ
れ
、反
産
運
動
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と
を
決
議
し
た
う
え
で
、「
本

県
支
部
に
於
て
は
三
月
中
松
本
に
於
て
大
会
を
開
催
し
更
に
県
下
市
町
村
の
商

工
会
に
於
て
演
説
会
を
開
く
方
針
）
（（
（

」
を
確
認
し
て
い
る
。
松
本
で
の
反
産
運
動

の
高
ま
り
を
象
徴
す
る
内
容
だ
っ
た
。

２
．
長
野
商
工
会
議
所

　

前
述
の
よ
う
に
、
長
野
商
工
会
議
所
で
は
大
正
期
か
ら
購
買
組
合
が
組
合
員

以
外
に
も
物
品
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
取
締
り
を
決
議
す
る
な

ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
決
し
て
商
工
業
者
全
体
で
の
組
織
的
な
活
動

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
商
工
会
議
所
と
し
て
の
本
格
的
な
反
産
運
動
は
昭
和
五

年
か
ら
始
ま
る
。

　

こ
の
年
、
長
野
商
工
会
議
所
は
「
購
買
組
合
の
違
法
行
為
に
関
す
る
調
査
」

と
題
す
る
記
事
を
『
長
野
商
工
会
議
所
報
』
に
掲
載
し
産
業
組
合
、
特
に
購
買

組
合
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
を
繰
り
広
げ
た）
（（
（

。
そ
の
中
で
、「
中
小
商
工
業
者
に

打
撃
を
与
へ
る
事
項
」
と
し
て
具
体
的
な
事
例
を
掲
げ
、「
組
合
に
は
肥
料
取
締
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法
の
適
用
な
き
為
め
一
般
肥
料
商
に
と
り
商
業
の
円
滑
を
欠
き
商
機
を
逸
す
る

こ
と
」
お
よ
び
「
肥
料
を
連
合
会
の
手
を
経
て
農
村
に
販
売
す
る
こ
と
」
を
指

摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
肥
料
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、

組
合
へ
の
助
成
に
よ
る
肥
料
統
制
を
軸
に
反
産
活
動
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
長
野
商
工
会
議
所
の
動
き
は
、
全
日
本
商
権
擁
護
連
盟
長
野
支
部

の
活
動
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
独
自
の
活
動
は
一
切
な
か
っ
た
。

３
．
上
田
商
工
会
議
所

　

上
田
商
工
会
議
所
に
関
し
て
は
、
昭
和
八
年
八
月
に
県
会
議
員
で
も
あ
る
伊

藤
会
頭
が
、
産
業
組
合
と
百
貨
店
と
に
挟
ま
れ
て
商
工
業
者
が
苦
境
に
立
っ
て

い
る
こ
と
を
訴
え
る
講
演
を
行
っ
た
こ
と
以
外
）
（（
（

、
目
立
っ
た
動
き
は
な
く
、
概

ね
長
野
商
工
会
議
所
と
同
様
の
活
動
内
容
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
こ
こ
で
は
、
上
田
・
小
県
地
方
の
反
産
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
事
件
に
つ
い
て
若
干
の
言
及
を
し
て
お
き
た
い
。

　

昭
和
一
三
年
五
月
、
上
田
市
の
自
転
車
業
者
が
長
野
県
購
買
連
合
会
上
田
支

所
の
前
で
拳
銃
自
殺
を
は
か
っ
た
。
幸
い
一
命
は
取
り
留
め
た
が
、
こ
の
背
景

に
は
産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
を
め
ぐ
る
、
産
業
組
合
と
自
転
車
業
者
と
の

確
執
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
拡
充
五
ヶ
年
計
画
に
よ
り
購
買
組
合
は
他
の
い
く

つ
か
の
物
品
と
と
も
に
自
転
車
の
配
給
も
開
始
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
全
国
的

な
両
者
の
対
立
が
顕
在
化
し
て
い
た
。
長
野
県
の
自
転
車
業
者
は
自
己
防
衛
の

た
め
結
束
し
、
自
転
車
業
者
が
販
売
す
る
自
転
車
に
は
盗
難
予
防
マ
ー
ク
を
貼

り
付
け
、
当
該
マ
ー
ク
の
あ
る
自
転
車
以
外
は
修
理
を
受
け
付
け
な
い
こ
と
と

し
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
産
業
組
合
は
、「
産
業
組
合
自
転
車
無
料
修
繕
所
」「
産

業
組
合
自
転
車
配
給
所
」
な
ど
の
看
板
を
掲
げ
て
自
転
車
の
取
扱
を
一
層
強
め

た
た
め
、
自
転
車
業
者
は
ま
す
ま
す
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
上
田
市
の
自
転
車
組
合
長
が
購
買
連
上
田
支
所
前
で
、

「
産
組
納
税
者
ヲ
殺
ス
」
と
い
う
襷
を
身
に
つ
け）
（（
（

、
拳
銃
自
殺
を
は
か
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
事
件
は
商
工
業
者
、
特
に
自
転
車
業
者
を
刺
激
し
、
彼
ら
は
購
買

組
合
の
自
転
車
販
売
を
規
制
す
る
よ
う
県
に
陳
情
す
る
こ
と
、
お
よ
び
北
信
州

東
部
自
転
車
業
大
会
を
上
田
市
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
商
権
擁
護
連

盟
長
野
支
部
も
こ
れ
と
連
動
し
、
反
産
運
動
を
さ
ら
に
強
め
る
姿
勢
を
み
せ
た

た
め
、
県
当
局
が
仲
介
す
る
か
た
ち
で
、
県
購
買
連
が
配
給
す
る
自
転
車
を

八
〇
〇
台
に
限
定
し
そ
の
組
立
て
を
自
転
車
業
者
が
行
う
こ
と
、
産
業
組
合
の

修
繕
所
を
漸
次
廃
し
す
る
こ
と
な
ど
の
協
定
が
結
ば
れ
、
一
応
の
決
着
を
み
た）
（（
（

。

　

自
転
車
業
者
が
前
面
に
出
た
こ
れ
ら
一
連
の
経
過
に
関
し
、
上
田
商
工
会
議

所
も
活
動
の
支
援
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

結　

語

　

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
に
商
工
省
が
長
野
県
の
産
業
組
合
に
つ
い
て
詳

細
な
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
商
工
省
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
。

「
長
野
県
に
就
い
て
特
に
注
意
す
べ
き
は
、此
の
県
が
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
、

産
業
組
合
の
極
度
ま
で
進
出
せ
る
地
方
で
あ
っ
て
、
殆
ん
ど
産
組
運
動
家
の
理

想
的
境
地
に
到
達
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
長
野
県
の
産
業
組

合
に
於
い
て
、
も
う
一
つ
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
県
連
の
活
動
で
あ
る
。
県
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連
こ
そ
此
の
県
で
は
巨
大
な
る
商
人
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
商
人
的
活
動
を
自

己
の
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ー
ブ
に
於
い
て
行
ひ
、
決
し
て
、
組
合
員
の
委
託
せ
る
物

を
売
り
組
合
員
の
必
要
に
よ
つ
て
物
を
買
ふ
と
云
う
が
如
き
消
極
的
な
存
在
で

な
い
。）
（（
（

」

　

本
論
全
体
を
通
じ
て
確
認
し
た
よ
う
に
、
戦
前
昭
和
期
の
長
野
県
は
産
業
組

合
が
最
も
発
展
し
た
地
域
だ
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
活
動
が
極
端
な
ま
で
に
あ

ら
ゆ
る
方
面
に
及
び
、
し
か
も
大
規
模
に
展
開
し
た
県
だ
っ
た
。
長
野
県
の
産

業
組
合
連
合
会
自
体
が
「
巨
大
な
商
人
」
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
様
々
に
公

的
保
護
を
う
け
て
い
る
と
な
れ
ば
、
街
場
の
中
小
商
人
が
対
抗
す
る
余
地
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
産
業
組
合
が
典
型
的
に
展
開
し
、
そ
れ
故
、
旧
来
の
流
通

商
人
が
大
打
撃
を
受
け
た
長
野
県
を
対
象
に
、
産
業
組
合
と
反
産
運
動
を
実
態

に
即
し
て
検
討
す
る
意
味
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

長
野
県
の
反
産
運
動
を
商
工
会
議
所
に
視
点
を
置
い
て
考
察
し
た
こ
と
で
、

本
論
が
目
的
と
し
た
商
工
会
議
所
を
拠
点
と
し
た
反
産
運
動
の
実
態
に
つ
い
て

も
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
意
外
に
も
、
中
小
の
商
工
業
者
が
最
も
深
刻
な
影

響
を
受
け
た
は
ず
の
長
野
県
で
、
商
工
会
議
所
を
核
と
し
た
反
産
運
動
が
予
想

し
た
ほ
ど
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
数
々
の
史
料
か

ら
確
認
す
る
限
り
、
全
日
本
商
権
擁
護
連
盟
の
長
野
支
部
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
基
本
線
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
商
工
会
議
所
を

拠
点
に
し
た
反
産
運
動
が
何
故
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
か
た
ち
で
展
開
し

得
な
か
っ
た
か
が
次
に
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
論
で
は
そ
こ
ま

で
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
が
日
本

最
大
の
製
糸
県
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
産
業
組
合
に
関
係
の
深
い
三
法
の
う

ち
産
繭
処
理
統
制
法
が
、
大
製
糸
資
本
の
営
業
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
な
く
、

中
小
の
営
業
製
糸
に
の
み
不
利
な
繭
仕
入
れ
を
強
い
る
内
容
だ
っ
た
事
実
を
考

え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
結
局
は
業
界
全
体
で
必
死
の
反
産
運
動
を
す
る
に
は
及

ば
な
い
環
境
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
論
が
十
分
に
成

り
立
ち
そ
う
で
あ
る
。
産
繭
処
理
統
制
法
案
に
対
し
、「
諮
問
案
ニ
対
シ
絶
対
反

対
ヲ
唱
ヘ
之
カ
阻
止
ニ
狂
奔
シ
ツ
ヽ
ア
ル
モ
ノ
ハ
繭
市
場
業
者
、
繭
問
屋
、
繭

仲
買
人
等
所
謂
繭
糸
業
者
ノ
一
団
ナ
リ）
（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
製
糸
業
者

が
反
対
運
動
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
推
論
を
後
押
し

し
て
い
よ
う
。
だ
が
、
そ
の
仮
説
の
実
証
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

米
穀
商
の
場
合
も
、
営
業
上
の
困
難
は
伴
っ
て
い
た
が
、
実
は
廃
業
に
ま
で

追
い
込
ま
れ
る
商
人
が
続
出
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
う
え
、
米
穀
自
治

管
理
法
で
は
産
業
組
合
に
よ
る
米
穀
管
理
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
、
完
膚
無

き
ま
で
の
状
態
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
み
て
く
る
と
結
局
、
反
産
運
動
は
何
と
か
中
小
の
商
工
業
者
の
没
落
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
肥

料
商
と
繭
商
の
没
落
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
。

　

松
本
商
工
会
議
所
に
参
加
し
て
い
た
商
人
に
限
っ
て
み
て
も
、
昭
和
四
年
時

点
で
肥
料
商
・
繭
商
は
そ
れ
ぞ
れ
六
名
・
二
〇
名
だ
っ
た
が
、
昭
和
一
一
年
に

は
二
名
・
五
名
へ
と
激
減
し
、
廃
業
が
相
次
い
だ
か
、
あ
る
い
は
限
り
な
く
零

細
な
商
人
へ
と
没
落
し
た
か
、
い
ず
れ
か
以
外
に
な
い
。

　

地
方
商
工
会
議
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
商
工
業
者
が
結
集
し
た
経
済
団

体
で
は
あ
っ
た
が
、
大
資
本
も
含
め
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
階
層
、
そ
し
て
ほ
ぼ
す

べ
て
の
業
種
に
関
わ
る
問
題
で
そ
の
力
量
を
発
揮
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
個
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別
の
業
種
や
特
定
の
階
層
に
関
わ
る
問
題
で
は
、
意
外
に
淡
泊
な
対
応
を
と
り

が
ち
だ
と
い
う
事
実
を
再
確
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

農
業
と
商
工
業
、
そ
れ
も
中
小
営
業
者
ど
う
し
の
鋭
い
対
立
を
産
ん
だ
産
業

組
合
と
反
産
運
動
に
直
面
し
た
政
府
が
ど
の
よ
う
に
政
策
の
調
整
を
は
か
り
、

ど
の
よ
う
に
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
と
い
う
、
本
論
が
目
的
と
し
た
も
う

ひ
と
つ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
す
べ
て
が
解
明
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

だ
が
、
政
府
が
産
業
組
合
を
土
台
と
し
農
村
を
立
て
直
す
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い

基
本
姿
勢
を
と
る
な
か
、
産
業
組
合
を
所
管
す
る
農
林
省
が
精
力
的
に
産
業
組

合
保
護
政
策
を
進
め
、
他
方
の
商
工
業
を
所
管
す
る
商
工
省
の
動
き
は
、
抵
抗

を
試
み
る
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
商
工
政
策
を
担
う
商
工
省
が
産
業

組
合
の
活
動
拡
大
に
常
に
消
極
的
だ
っ
た
の
は
、
飽
く
ま
で
も
商
工
営
業
者
の

衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
故
で
あ
り
、
農
村
対
策
と
し
て
農
村
経
済
更
正
運

動
を
強
力
に
推
し
進
め
る
政
府
に
あ
っ
て
、
商
工
省
の
態
度
は
ほ
と
ん
ど
斟
酌

さ
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
た
。

　

地
方
都
市
肥
料
商
の
没
落
の
み
が
目
立
っ
た
産
業
組
合
と
反
産
運
動
の
過
程

だ
っ
た
が
、
両
者
の
対
立
は
、
少
な
く
と
も
政
治
的
に
は
日
中
戦
争
の
開
始
と

と
も
に
終
息
す
る
。
農
林
大
臣
官
邸
で
農
林
・
商
工
両
大
臣
立
ち
会
い
の
も
と
、

産
業
組
合
代
表
者
と
商
工
業
代
表
者
が
協
議
し
、
産
業
組
合
が
新
規
の
活
動
を

行
わ
ず
、
商
工
業
サ
イ
ド
も
反
産
運
動
を
停
止
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
が
、
商
業
会
議
所
を
拠
点
と
し
た
反
営
業
税
運
動

に
終
止
符
を
打
っ
た
と
き
の
こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

注—
—
—
—
—
—
—
—
—

（
１
）�産
業
組
合
に
つ
い
て
は
な
に
よ
り
も
、
産
業
組
合
史
刊
行
会『
産
業
組
合
発
達
史
』

（
全
五
巻
）お
よ
び
産
業
組
合
中
央
会『
産
業
組
合
調
査
資
料
』が
参
照
さ
れ
る
べ
き
だ

が
、
例
え
ば
医
療
保
険
制
度
の
視
点
で
は
、
高
嶋
裕
子「
国
民
健
康
保
険
制
度
形
成

過
程
に
お
け
る
医
療
利
用
組
合
運
動
の
歴
史
的
位
置
―
―
岐
阜
県
小
鷹
利
村
を
事

例
と
し
て
―
―
」（『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』No.564.

）、
青
木
郁
夫「
医
療
利

用
組
合
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
組
合
代
行
事
業
に
関
す
る
覚
書
─
─
ま
た
は
、
高

嶋
裕
子「
国
民
健
康
保
険
制
度
形
成
過
程
に
お
け
る
医
療
利
用
組
合
運
動
の
歴
史
的

位
置
─
岐
阜
県
小
鷹
利
村
を
事
例
と
し
て
の
批
判
的
検
討
─
─
」（『
阪
南
論
集　

社

会
科
学
編
』（V

ol.41�N
o.2

）な
ど
が
あ
る
。
近
代
農
村
史
研
究
の
代
表
的
な
研
究
と

し
て
、
森
武
麿『
戦
間
期
の
日
本
農
村
社
会　

農
民
運
動
と
産
業
組
合
』（
日
本
経
済

評
論
社
、）、『
日
本
資
本
主
義
の
展
開
と
産
業
組
合
』（
日
本
経
済
評
論
社
、1979

）、

北
原
朗「
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
長
野
県
下
農
業･

農
村
と
産
業
組
合
の
展
開
過
程
」

（『
日
本
大
学
総
合
社
会
情
報
研
究
科
紀
要
』No.2,2001

）、
河
内
聡
子「
昭
和
前
期
の

農
村
地
域
に
お
け
る〈
共
同
体
〉の
編
成
と
そ
の
機
能
―
産
業
組
合
の
事
例
を
中
心
に

―
」（『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』第
二
二
号
）が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
産
青
連
の
活
動
に
つ

い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
北
河
賢
三「
産
業
組
合
運
動
の
展
開
と
産
青
連
」（『
季
刊
現

代
史
』1973.5

）、
中
嶋
信「
産
業
組
合
拡
充
運
動
と
産
青
連
」（『
北
海
道
大
学
農
経
論

叢
』三
〇
号
、1974

）、
大
串
隆
吉「
長
野
県
下
伊
那
郡
旧
千
代
村
役
場
青
年
教
育
関

係
資
料
と
解
説
─
青
年
会
自
主
化
か
ら
産
業
組
合
青
年
連
盟
ま
で
─
」（『
日
本
史
研

究
』1978.3

）小
泉
正
人「
産
業
組
合
青
年
連
盟
の
成
立
」（『
日
本
史
研
究
』1979.10

）が

参
考
と
な
る
。
ま
た
、
産
業
組
合
お
よ
び
産
青
連
の
機
関
誌
で
あ
る『
家
の
光
』『
産

青
連
雑
誌
』を
と
り
あ
げ
た
研
究
に
は
、
山
口
隆
司「
戦
前
期
日
本
の
農
村
青
年
層
の

生
活
意
識
―
雑
誌『
家
の
光
』の
文
芸
欄
の
検
討
か
ら
―
」（『
人
文
社
会
科
学
研
究
』第

二
三
号
）、
小
泉
正
人「『
産
青
連
雑
誌
』小
論
─1930

年
代
に
お
け
る
産
業
組
合
青
年

運
動
の
一
側
面
─
」（『
埼
玉
純
真
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』2002.3

）な
ど
が
あ
る
。

（
２
）�反
産
運
動
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
反
産
運
動
に
関
し
戦
前
当
時
に
発

刊
さ
れ
た
宇
原
義
豊『
産
業
組
合
と
反
産
運
動
：
都
市
・
農
村
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
の
対

立
と
其
統
制
』（
経
営
研
究
社
、1934

）に
は
、
当
時
の
状
況
が
克
明
に
記
述
さ
れ
て

い
る
。

（
３
）�産
業
組
合
法
の
第
三
次
改
正
に
つ
い
て
は
、昭
和
三
年
版『
産
業
組
合
年
鑑
』に
よ
る
。

（
４
）同
上
、p20

。

（
５
）�前
掲『
産
業
組
合
年
鑑
』p25

。
な
お
、
購
買
組
合
に
対
し
生
産
事
業
を
認
め
た
経
緯

に
つ
い
て
も
、
概
略
は
同
年
鑑
の
記
述
に
よ
る
。

（
６
）石
井
寛
治『
日
本
流
通
史
』（
有
斐
閣
、2003

年
）を
参
照
。



二
八

（
７
）農
林
大
臣
官
房
総
務
課『
農
林
行
政
史
』第
一
巻p1254

。

（
８
）前
掲『
産
業
組
合
年
鑑
』pp33-34

。

（
９
）�『
長
野
県
史
』近
代
史
料
編
第
五
巻（
一
）p75

の「
時
局
下
産
業
督
励
に
つ
き
上
伊
那

郡
訓
令
」に
、
長
野
県
告
諭
第
三
号
が
産
業
組
合
の
設
立
を
促
進
し
て
い
る
事
情
が

示
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）『
長
野
県
史
』通
史
編
近
代
二pp135-136

。

（
11
）�『
長
野
県
農
会
報
』第
五
六
号（
明
治
四
〇
年
五
月
二
十
日
）。
長
野
県
の
農
業
に
と
っ

て
不
可
欠
の
地
位
に
あ
っ
た
養
蚕
業
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
養
蚕
組
合
が
繭
の
共

同
販
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
養
蚕
組
合
の
多
く
は
産
業
組
合
で
も
な
け
れ
ば
同
業
組
合
で
も
な
い
任
意
の
組
合

で
あ
り
、
繭
取
引
の
実
態
は
、
大
規
模
製
糸
家
と
の
特
約
取
引
に
も
と
づ
く
生
繭
取

引
だ
っ
た
。
一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）年
時
点
で
さ
え
共
同
販
売
の
う
ち
三
分
の
二
は

任
意
の
組
合
が
占
め
て
お
り
、
養
蚕
組
合
員
の
う
ち
産
業
組
合
員
数
は
一
九
二
九
年

で
は
全
体
の
一
九
㌫
の
み
だ
っ
た
。
ま
た
、
生
繭
の
共
同
販
売
が
全
繭
販
売
額
に
占

め
る
割
合
は
、
一
九
二
八（
昭
和
三
）年
五
一
㌫
、
一
九
三
五
年
七
六
㌫
と
い
う
状
態

だ
っ
た
か
ら
、
養
蚕
業
に
お
い
て
産
業
組
合
は
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
に
は
至
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
12
）�「
大
正
十
四
年
三
月　

県
下
産
業
組
合
経
営
製
糸
事
業
に
つ
き
産
業
組
合
中
央
会
調
」

（『
産
業
組
合
調
査
資
料�

七
』。

（
13
）�「
大
正
十
五
年
農
商
課
知
事
事
務
引
継
書
」（『
公
文
編
冊　

事
務
引
継
書　

知
事
官
房

課
』）。

（
14
）同
上
。

（
15
）�「
産
業
組
合
課
独
立
に
つ
き
処
務
細
則
改
正
庁
中
達
」（『
公
文
編
冊　

庁
達
例
規
綴　

全
自
大
正
十
三
年
至
昭
和
九
年
』）。

（
16
）�『
長
野
県
産
業
組
合
史
』昭
和
巻（
長
野
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
、1958

年
）pp76-

77

。

（
17
）�『
長
野
県
史
』通
史
編
近
代
Ⅲpp146-147

。

（
18
）�各
年
版
の『
産
業
組
合
年
鑑
』に
よ
る
。
な
お
、
同
年
鑑
で
は
昭
和
一
二
年
の
組
織
率

を
示
す
デ
ー
タ
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
組
合
員
数
が
全
農
家
戸
数
を
上
回
っ

て
い
る
の
は
、
市
街
地
等
で
は
農
家
以
外
の
組
合
員
が
そ
れ
な
り
に
い
た
こ
と
、
お

よ
び
一
軒
で
複
数
の
組
合
に
加
入
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

（
19
）�前
掲『
長
野
県
産
業
組
合
史
』昭
和
巻p180

。

（
20
）�大
石
嘉
一
郎
編『
日
本
帝
国
主
義
史
』2

世
界
大
恐
慌
期（
東
京
大
学
出
版
会
、1987

年
）

所
収
の
西
田
美
昭
論
文「
農
民
運
動
と
農
業
政
策
」pp296-297

。

（
21
）�日
本
農
業
研
究
会
編『
日
本
農
業
年
報
』第
一
号
。

（
22
）�『
農
林
行
政
史
』第1

巻（
農
林
協
会
、1957

年
）p202

。
経
済
更
正
部
に
は
五
六
人
の

職
員
が
配
置
さ
れ
、
更
正
計
画
策
定
を
主
導
す
る
総
務
課
、
産
業
組
合
の
拡
充
を
担

当
す
る
産
業
組
合
課
、
負
債
整
理
事
業
担
当
の
金
融
課
、
副
業
の
奨
励
に
よ
り
農
家

経
営
改
善
を
目
指
す
副
業
課
が
設
け
ら
れ
た
。

（
23
）�『
産
業
組
合
年
鑑
』昭
和
九
年
版p11

に
よ
れ
ば
、「
更
正
運
動
の
促
進
は
産
業
組
合
運

動
の
促
進
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
」と
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）�『
農
村
行
政
史
』第
一
巻p1313

。

（
25
）�前
掲『
長
野
県
産
業
組
合
史
』昭
和
巻pp145-153

。

（
26
）同
上
、pp167-177

。

（
27
）各
年
の『
産
業
組
合
要
覧
』に
よ
る
。

（
28
）前
掲『
長
野
県
産
業
組
合
史
』昭
和
巻p177

。

（
29
）同
上
、pp532-555

を
参
照
の
こ
と
。

（
30
）同
上
。

（
31
）『
松
本
商
工
会
議
所
報
』（
昭
和
四
年
一
二
月
）。

（
32
）�前
掲『
長
野
県
産
業
組
合
史
』昭
和
巻p180

で
、「
こ
の
事
件
が
、
産
業
組
合
運
動
に

対
す
る
政
治
的
反
抗
と
い
う
集
団
行
動
の
皮
切
り
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
」と
述
べ
て

い
る
。

（
33
）『
大
阪
朝
日
新
聞
』昭
和
八
年
九
月
一
一
日
。

（
34
）�吉
矢
友
彦「
昭
和
期
に
お
け
る
肥
料
問
題
と
農
政（
下
）」）京
都
大
学
経
済
学
会『
経
済

論
叢
』第
八
十
九
巻
第
四
号
、1962

年
）。

（
35
）�肥
料
商
団
体
が
全
国
的
反
産
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
様
子
を
、
昭
和
八
年
一
〇
月
一
一

日
付『
大
阪
朝
日
新
聞
』が
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
　

�「
反
産
業
組
合
運
動
の
中
心
勢
力
た
る
全
日
本
肥
料
商
団
体
連
合
会
で
は
九
、十
両
日

東
京
丸
ノ
内
会
館
に
東
神
連
合
理
事
会
を
開
き
、
反
産
運
動
の
今
後
に
つ
い
て
方
針

を
協
議
し
た
結
果
次
の
ご
と
く
決
定
し
た
即
ち

　
　

一
、�

従
来
の
反
産
運
動
が
各
業
績
毎
に
個
別
的
に
行
わ
れ
た
た
め
勢
力
が
分
散
し
勝

ち
で
あ
っ
た
の
を
遺
憾
と
し
て
今
後
は
肥
料
商
を
中
心
に
反
産
各
業
種
の
大
同

団
結
を
計
る
こ
と
に
決
定
、
来
年
一
月
下
旬
東
京
に
第
一
回
全
国
反
産
業
組
合

大
会
を
開
催
す
る�

　
　

一
、�

来
議
会
対
策
と
し
て
は
従
来
の「
産
業
組
合
特
権
廃
止
要
求
」を
中
心
標
語
と
し

て
陳
情
請
願
な
ど
を
続
け
る
が
、
十
分
の
効
果
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
場
合
に
は
最
後
的
手
段
と
し
て
た
と
え
ば
税
金
の
不
納
同
盟
結
成
な

ど
を
考
慮
す
る�

」

（
36
）�北
野
裕
子「
一
九
三
〇
年
年
代
前
半
期
の
商
権
擁
護
運
動
」（『
歴
史
研
究
』第33

号
、

1996
年
）。

（
37
）前
掲『
産
業
組
合
発
達
史
』第
四
巻p439

。

（
38
）北
野
裕
子
前
掲
論
文
参
照
。
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（
39
）�全
日
本
商
権
擁
護
連
盟
の
設
立
お
よ
び
そ
の
声
明
主
旨
に
つ
い
て
は
、『
産
業
組
合
運

動
資
料
集
』１
巻
、pp1-26

。

（
40
）�吉
矢
友
彦
前
掲
論
文
参
照
。

（
41
）�『
大
阪
毎
日
新
聞
』）昭
和
三
年
一
〇
月
一
七
日
）の
、「
農
商
当
局
諒
解
成
る　

肥
料
管

理
法
案　

商
工
省
案
を
も
参
酌
し
て
い
よ
い
よ
来
議
会
に
提
出
」と
題
す
る
記
事
。

（
42
）�『
神
戸
又
新
日
報
』』（
昭
和
四
年
二
月
二
六
日
）の「
全
国
肥
料
商
大
会
の
管
理
法
案
反

対
決
議　

全
国
肥
料
商
大
会
は
政
府
の
肥
料
管
理
法
案
に
絶
対
反
対
を
表
明
し
極
力

其
目
的
の
貫
徹
を
期
す
」と
題
す
る
記
事
参
照
。
こ
の
大
会
で
肥
料
商
側
は
明
確
に

「
民
業
の
大
圧
迫
」を
理
由
と
し
て
い
た
。

（
43
）前
掲『
産
業
組
合
発
達
史
』第
四
巻pp517-521

。

（
44
）�吉
矢
友
彦
前
掲
論
文
参
照
。

（
45
）�昭
和
一
〇
年
一
月
三
一
日
付『
京
城
日
報
』の「
米
の
悩
み　

米
穀
統
制
法
の
改
正
案

に
就
て
」と
題
す
る
記
事
を
参
照
。

（
46
）�委
員
会
で
の
発
言
は
す
べ
て
、『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』に
よ
る
。

（
47
）�例
え
ば
、
昭
和
一
〇
年
三
月
一
二
日
付『
東
京
朝
日
新
聞
』は
、
両
国
国
技
館
で
法
案

反
対
派
二
万
人
に
よ
る
集
会
が
開
か
れ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

（
48
）�昭
和
一
〇
年
一
二
月
五
日
付『
中
外
商
業
新
報
』の「
製
糸
連
の
大
譲
歩　

特
約
取
引

漸
衰
せ
ん　

産
繭
処
理
案
決
議
検
討
」と
題
す
る
記
事
は
、
生
繭
取
引
の
弊
害
を
指

摘
す
る
一
方
、「
乾
繭
取
引
と
な
れ
ば
中
小
製
糸
等
資
金
に
乏
し
い
業
者
は
一
年
中
必

要
な
時
に
何
時
で
も
繭
を
買
入
れ
る
こ
と
が
出
来
、
お
ま
け
に
乾
繭
組
合
が
一
時
金

融
を
代
行
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
資
金
難
の
緩
和
と
な
る
の
だ
と
、
理
論
上
は
中
小

製
糸
に
も
訴
う
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
製
糸
連
合
会
の
内
部
に
お
い
て
も
賛
否
の
意

見
が
対
立
し
て
い
た
」と
し
、
乾
繭
取
引
が
中
小
の
製
糸
家
に
と
っ
て
は
利
益
が
あ

り
、
大
小
の
製
糸
家
間
で
利
害
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
報
じ
た
。

（
49
）�昭
和
一
〇
年
一
二
月
四
日
付『
大
阪
朝
日
新
聞
』の「
産
繭
処
理
法
案
の
障
害
全
く
解

消　

制
糸
連
側
、
殆
ん
ど
原
案
容
認　

き
の
う
総
会
で
希
望
付
決
議
」と
題
す
る
記

事
は
、
こ
の
経
緯
を
明
快
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　

�「
製
糸
連
合
会
総
会
第
二
日
は
前
日
に
引
続
き
三
日
午
前
十
時
か
ら
丸
の
内
蚕
糸
会

館
に
開
催
、
ま
ず
来
議
会
に
提
案
さ
れ
る
改
案
の
内
容
に
つ
き
井
野
蚕
糸
局
長
の
説

明
を
聴
取
し
た
後
若
林
乙
吉
氏
ほ
か
十
八
名
の
委
員
に
附
託
し
慎
重
審
議
の
結
果
左

の
如
き
決
議
並
に
希
望
事
項
を
満
場
異
議
な
く
可
決
確
定
し
た
。
こ
の
決
議
は
既
報

の
製
糸
研
究
会
の
決
議
を
さ
ら
に
緩
和
し
た
も
の
で
こ
こ
に
前
議
会
以
来
も
っ
と
も

強
硬
に
産
繭
処
理
統
制
案
の
実
現
に
反
対
し
て
い
た
全
国
製
糸
連
も
事
実
上
同
案
容

認
に
大
譲
歩
を
示
し
た

　
　
　
　
　
　
　

決
議
事
項

　
　

一
、�

産
繭
処
理
形
態
中
に
生
繭
取
引
を
な
す
こ
と
を
認
め
法
文
中
に
明
記
せ
ら
れ
た

き
こ
と�

　
　

一
、�

産
繭
処
理
統
制
案
中
第
五
条
は
各
団
体
の
自
治
統
制
を
本
旨
と
し
養
蚕
業
組
合

に
強
制
加
入
せ
ら
る
る
個
人
に
お
よ
ば
ず
且
つ
こ
れ
が
運
用
に
際
し
て
は
各
団

体
の
意
見
を
参
酌
せ
ら
れ
た
き
こ
と�

　
　

一
、
蚕
糸
業
法
第
十
九
条
中
繭
処
理
に
関
す
る
命
令
を
削
除
せ
ら
れ
た
き
こ
と�

　
　

一
、�

繭
の
検
定
は
産
繭
の
改
善
と
処
理
行
程
と
に
至
大
の
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
な

る
を
も
っ
て
別
紙
意
見
書
を
参
考
と
し
設
備
方
法
を
完
備
す
る
ま
で
こ
れ
を
強

制
せ
ざ
る
こ
と�

　
　

希
望
事
項

　
　

一
、
乾
繭
取
引
に
よ
る
乾
繭
の
予
約
売
買
を
認
め
ら
れ
た
き
こ
と�

　
　

一
、
特
約
取
引
は
届
出
制
度
と
せ
ら
れ
た
き
こ
と�

　
　

一
、
乾
繭
器
、
繭
倉
庫
は
製
糸
業
者
の
既
設
設
備
を
利
用
せ
ら
れ
た
き
こ
と�

　
　

一
、
繭
検
定
所
の
空
間
取
引
に
よ
り
製
糸
業
者
に
圧
迫
を
加
え
ざ
る
こ
と�

　
　

一
、
繭
の
検
定
は
蚕
業
組
合
製
糸
に
対
し
て
も
同
一
の
取
扱
い
を
せ
ら
れ
た
き
こ
と�

　
　

出
来
る
限
り
希
望
に
副
う�

井
野
蚕
糸
局
長
語
る

　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

井
野
蚕
糸
局
長
は
次
の
如
く
語
っ
た�

　
　

�

製
糸
連
の
各
位
の
理
解
に
よ
っ
て
法
案
が
総
会
を
通
過
し
た
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な

い
、
当
局
と
し
て
も
生
繭
取
引
に
お
い
て
或
種
の
も
の
に
限
っ
て
認
め
る
よ
う
法
文

を
多
少
改
正
す
る
つ
も
り
で
あ
る
し
、
ま
た
蚕
糸
業
法
第
十
九
条
の
問
題
も
新
法
案

実
施
と
な
れ
ば
自
ら
廃
止
と
な
る
の
で
決
議
通
り
に
十
分
希
望
が
達
せ
ら
れ
る
と
思

う
」

　
　

と
。

（
50
）�明
治
四
二
年
に
は「
産
業
組
合
ガ
購
買
品
ト
シ
テ
煙
草
ヲ
取
扱
フ
モ
ノ
屡
々
有
之
候

処
、
産
業
組
合
ハ
煙
草
小
売
人
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
政
府
製
造
煙
草
ヲ
販
売
ス
ル
ヲ

得
サ
ル
ハ
勿
論
、
小
売
人
ト
シ
テ
是
ヲ
指
定
セ
サ
ル
モ
亦
専
売
局
ノ
採
レ
ル
方
針
ナ

リ
」（
公
文
編
冊　

農
工
商
成
例　

自
明
治
三
十
五
年
至
同
四
十
二
年
）と
、
長
野
県

内
務
部
長
か
ら
通
牒
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
四
五
年
に
は
、「
購
買
組
合
ハ
社

団
法
人
ナ
ル
ヲ
以
テ
政
府
製
造
ノ
煙
草
ヲ
買
ケ
之
ヲ
組
合
員
ニ
売
却
セ
ム
ト
セ
ハ
煙

草
小
売
人
タ
ル
指
定
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」と
し
て
購
買
組
合
の
煙
草
小
売
事
業

は
違
法
で
あ
る
こ
と
を
、
長
野
県
内
務
部
長
が
県
下
の
郡
市
長
宛
に
通
牒
を
発
し
て



三
〇

い
る（「
明
治
四
十
五
年
七
月　

購
買
組
合
煙
草
小
売
専
売
法
抵
触
に
つ
き
注
意
方
県

移
牒
」）。

（
51
）�上
田
商
工
会
議
所
所
蔵「
総
会
及
役
員
会
記
録
」（
自
大
正
五
年
九
月
以
降
至
大
正

十
三
年
三
月
二
十
二
日
）。

（
52
）『
長
野
商
工
会
議
所
報
』第
一
四
六
号（
昭
和
五
年
四
月
二
六
日
）。

（
53
）『
長
野
県
史
』通
史
編
近
代
Ⅲp206

。

（
54
）�昭
和
八
年
一
一
月「
医
療
利
用
組
合
設
立
反
対
に
つ
き
県
医
師
会
調
査
資
料
記
事
」

（『
長
野
県
史
』近
代
史
料
編
第
五
巻（
一
）pp997-1003

。

（
55
）同
右
。

（
56
）同
右
。

（
57
）社
団
法
人
家
の
光
協
会
所
蔵
の「
産
業
組
合
立
診
療
機
関
ニ
関
ス
ル
資
料（
其
ノ
二
）」

（
58
）�長
野
県
内
の
三
商
工
会
議
所
の
う
ち
松
本
商
工
会
議
所
の
み
が
副
会
頭
を
代
表

と
し
て
送
り
出
し
て
い
た
の
に
は
、
松
本
商
工
会
議
所
独
自
の
事
情
が
あ
っ
た
。

一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
に
発
足
し
た
松
本
商
業
会
議
所
は
、
日
本
最
大
の
製
糸
家

と
な
っ
た
片
倉
組
の
松
本
製
糸
場
責
任
者
で
あ
る
今
井
五
介
を
会
頭
に
選
出
し
た
。

そ
の
後
、
今
井
五
介
は
一
九
四
一（
昭
和
一
六
年
）年
に
片
倉
製
糸
紡
績
株
式
会
社
の

社
長
を
退
く
ま
で
松
本
商
工
会
議
所
会
頭
で
あ
り
続
け
た
。
日
本
蚕
糸
業
界
の
主
要

団
体
を
率
い
貴
族
院
議
員
で
も
あ
っ
た
今
井
五
介
の
活
動
の
場
は
主
と
し
て
中
央
に

あ
り
、
松
本
商
業
会
議
所
の
運
営
は
事
実
上
、
副
会
頭
が
担
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
態

が
続
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
昭
和
恐
慌
期
の
こ
の
時
期
も
今
井
五
介
は
松
本
商
工

会
議
所
会
頭
で
あ
っ
た
が
、
会
議
所
運
営
の
実
質
的
な
任
に
は
副
会
頭
が
あ
た
っ
て

い
た
た
め
、
商
権
擁
護
連
盟
長
野
県
支
部
へ
の
松
本
商
工
会
議
所
代
表
は
副
会
頭
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿「
地
方
商

工
会
議
所
の
歴
史
的
性
格
」（『
松
商
短
大
論
叢
』第　

四
五
号
、
一
九
九
七
年
）を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
59
）�全
日
本
商
権
擁
護
連
盟
長
野
支
部
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、『
長
野
県
史
』近
代
史

料
編
第
六
巻pp346-353

参
照
。

（
60
）『
長
野
県
通
常
県
会
議
事
日
誌
』（
昭
和
八
年
第
五
六
回
）に
よ
る
。

（
61
）『
松
本
商
工
会
議
所
報
』（
昭
和
四
年
二
月
）。

（
62
）�「
昭
和
七
年
七
月　

県
下
農
村
経
済
状
況
に
つ
き
日
本
銀
行
松
本
支
店
特
別
報
告
」

（『
長
野
県
史
』近
代
資
料
編
第
五
巻（
一
）pp113-139

。

（
63
）持
田
恵
三『
米
穀
市
場
の
展
開
過
程
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
）参
照
。

（
64
）石
井
寛
治
前
掲『
日
本
流
通
史
』p165

参
照
。

（
65
）『
長
野
県
史
』近
代
史
料
編
第
五
巻（
一
）pp777-779

参
照
。

（
66
）『
長
野
商
工
会
議
所
報
』第
一
九
二
号
参
照
。

（
67
）『
長
野
県
史
』近
代
史
料
編
第
六
巻pp336-337

参
照
。

（
68
）『
長
野
県
史
』近
代
史
料
編
第
六
巻pp338-346

参
照
。

（
69
）上
田
商
工
会
議
所
所
蔵『
日
誌
』。

（
70
）『
長
野
県
史
』通
史
編
近
代
三
、p208

参
照
。

（
71
）�経
済
産
業
省
所
蔵「
県
下
産
業
組
合
に
つ
き
商
工
省
調
査
書
」。な
お
、本
論
で
は
、『
長

野
県
史
』近
代
史
料
編
第
五
巻（
一
）pp1020-1042

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章
を
引
用

し
た
。

（
72
）�「
産
繭
処
理
統
制
案
県
下
蚕
糸
業
関
係
者
動
向
に
つ
き
日
本
銀
行
松
本
支
店
報
告
」

（『
長
野
県
史
』近
代
史
料
編
第
五
巻（
一
）p805

。


